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日
本
医
師
会
最
高
優
功
賞

○
在
任
6
年
都
道
府
県
医
師
会

長（
11
名
）

佐藤和宏（宮城）中目千之（山形）佐藤武寿（福島）入江康文（千葉）安田健二（石川）

紀平幸一（静岡）越智眞一（滋賀）渡辺　憲（鳥取）松山正春（岡山）村上　博（愛媛）森崎正幸（長崎）

○	

医
学
、
医
術
の
研
究
又
は
地

域
に
お
け
る
医
療
活
動
に
よ

り
、
医
学
、
医
療
の
発
展
又

は
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献

し
、
特
に
功
績
顕
著
な
る
功

労
者（
都
道
府
県
医
師
会
長

推
薦
）（
個
人
16
名
）

●
医
師
会
事
業
に
著
し
く
貢
献

し
た
功
労
者

鈴木明文（秋田）

●
医
師
会
事
業
に
著
し
く
貢
献

し
た
功
労
者

石渡　勇（茨城）

●
医
師
会
事
業
に
著
し
く
貢
献

し
た
功
労
者

神田　誠（埼玉）

被
表
彰
者
一
覧

（
敬
称
略
）

●
医
師
会
事
業
に
著
し
く
貢
献

し
た
功
労
者

中村康一（三重）

●
医
師
会
事
業
に
著
し
く
貢
献

し
た
功
労
者

西村秀夫（京都）

●
医
師
会
事
業
に
著
し
く
貢
献

し
た
功
労
者

本庄　昭（兵庫）

●
医
師
会
事
業
に
著
し
く
貢
献

し
た
功
労
者

魚谷　純（鳥取）

●
医
師
会
事
業
に
著
し
く
貢
献

し
た
功
労
者

加藤哲夫（島根）

●
医
師
会
事
業
に
著
し
く
貢
献

し
た
功
労
者

中川昌次郎（岡山）

●
医
師
会
事
業
に
著
し
く
貢
献

し
た
功
労
者

佐々木博（広島）

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
し
た
松

本
吉
郎
会
長
は
受
賞
者
に
祝

意
を
伝
え
た
上
で
、
「
わ
が

国
の
医
師
を
代
表
す
る
、
わ

が
国
唯
一
の
団
体
と
し
て
、

今
日
ま
で
築
か
れ
て
き
た
歴

史
の
重
み
を
受
け
止
め
な
が

ら
、
執
行
部
一
同
今
後
も
精

励
し
て
い
く
」
と
強
調
。

ま
た
、
来
年
度
に
控
え
る

ト
リ
プ
ル
改
定
の
他
、
新
た

な
医
療
計
画
や
医
師
の
労
働

時
間
の
上
限
規

制
の
開
始
等
の

課
題
に
対
し

て
、
柔
軟
か
つ

丁
寧
に
取
り
組

ん
で
い
く
姿
勢

を
示
し
、
全
て

の
医
療
従
事
者

と
共
に
、
医
療

を
通
じ
た
社
会

発
展
と
、
国
民

に
寄
り
添
っ
た

政
策
の
実
現
に

努
め
て
い
く
と

し
た
。

来
賓
あ
い
さ

つ
を
し
た
宮
﨑

厚
労
副
大
臣
は
、

地
域
に
根
差
し

た
活
動
や
意
義

あ
る
研
究
成
果

が
、
本
大
会
を

通
じ
て
全
国
の

会
員
の
先
生
方

に
広
く
周
知
さ

れ
る
こ
と
の
重

要
性
を
指
摘
。
そ
の
上
で
、

「
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進

行
す
る
中
、
厚
労
省
に
お
い

て
も
、
医
療
機
関
の
機
能
分

化
と
連
携
、
医
師
の
働
き
方

改
革
等
の
推
進
に
引
き
続
き

尽
力
し
て
い
く
」
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
表
彰
式
に
移
り
、

受
賞
者
に
対
し
て
松
本
会
長

か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞

を
述
べ
た
紀
平
幸
一
静
岡
県

医
師
会
長
は
、
地
域
医
療
構

想
の
策
定
や
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
、
変

化
の
途
上
に
あ
る
地
域
医
療

の
現
状
を
振
り
返
っ
た
上

で
、
医
療
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
の
解
決
に
向
け

て
、
引
き
続
き
日
本
医
師
会

を
支
え
、
協
力
し
て
い
く
姿

勢
を
示
し
た
。

な
お
、
白
寿
会
員
１
１
３

名
、
米
寿
会
員
９
１
９
名
の

慶
祝
者
に
は
、
更
な
る
長
寿

を
祈
念
し
て
、
後
日
に
お
祝

い
の
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

日
本
医
師
会
設
立
76
周
年
記
念
式
典
並
び
に
医
学
大
会

長
き
に
わ
た
り
医
学
・
医
療
の
発
展
に

              

貢
献
し
て
き
た
功
労
者
を
顕
彰

　

日
本
医
師
会
設
立
76
周
年
記

念
式
典
並
び
に
医
学
大
会
が
11

月
１
日
、
宮
㟢
政
久
厚
生
労
働

副
大
臣
、
高
橋
英
登
日
本
歯
科

医
師
会
長
、
山
本
信
夫
日
本
薬

剤
師
会
長
出
席
の
下
、
日
本
医

師
会
館
大
講
堂
で
開
催
さ
れ
、

長
き
に
わ
た
っ
て
医
学
・
医
療

の
発
展
に
貢
献
し
た
功
労
者
を

顕
彰
し
た
（
被
表
彰
者
一
覧
は

別
掲
参
照
）。

●
地
域
に
お
け
る
保
健
医
療
活

動
に
貢
献
し
た
功
労
者

鈴木率雄（徳島）

●
地
域
に
お
け
る
保
健
医
療
活

動
に
貢
献
し
た
功
労
者

園田順二（愛媛）

●
医
師
会
事
業
に
著
し
く
貢
献

し
た
功
労
者

臼井　隆（高知）

●
医
師
会
事
業
に
著
し
く
貢
献

し
た
功
労
者

菊池正統（福岡）

●
医
師
会
事
業
に
著
し
く
貢
献

し
た
功
労
者

東　剛造（鹿児島）

●
地
域
に
お
け
る
保
健
医
療
活

動
に
貢
献
し
た
功
労
者

宜野座治男（沖縄）

日
本
医
師
会
優
功
賞

○
在
任
10
年
日
本
医
師
会
代
議

員（
22
名
）

本
間　

哲（
北
海
道
）

橋
茂
雄（
埼
玉
）

廣
澤
信
作（
埼
玉
）

市
川
菊
乃（
東
京
）

豊
田
博
史（
神
奈
川
）

村
上
美
也
子（
富
山
）

上
田　

博（
石
川
）

高
木　

平（
静
岡
）

滝
浪　

實（
静
岡
）

野
口
良
樹（
愛
知
）

野
田
正
治（
愛
知
）

服
部
達
哉（
愛
知
）

加
納
康
至（
大
阪
）

上
辻
浩
夫（
大
阪
）

白
江
淳
郎（
大
阪
）

津
森
孝
生（
大
阪
）

増
田　

博（
大
阪
）

神
﨑
寛
子（
岡
山
）

小
西
久
典（
香
川
）

渡
邊
良
平（
愛
媛
）

平
田
泰
彦（
福
岡
）

牧
角
寛
郎（
鹿
児
島
）

○
在
任
10
年
日
本
医
師
会
委
員

会
委
員（
53
名
）

小
熊　

豊（
北
海
道
）

鈴
木
伸
和（
北
海
道
）

荒
井
陽
一（
宮
城
）

奥
村
秀
定（
宮
城
）

黒
澤　

一（
宮
城
）

長
谷
川
仁
志（
秋
田
）

島
貫
隆
夫（
山
形
）

小
沼
一
郎（
栃
木
）

滝
田
純
子（
栃
木
）

山
田
俊
幸（
栃
木
）

川
島　

崇（
群
馬
）

齋
藤　

繁（
群
馬
）

岩
中　

督（
埼
玉
）

津
下
一
代（
埼
玉
）

藤
巻
高
光（
埼
玉
）

新
井
貞
男（
千
葉
）

青
木
惠
一（
東
京
）

秋
冨
慎
司（
東
京
）

大
久
保
ゆ
か
り（
東
京
）

大
屋
敷
一
馬（
東
京
）

金
村　

茂（
東
京
）

川
上
一
恵（
東
京
）

菊
池
春
人（
東
京
）

木
﨑　

孝（
東
京
）

子
田
純
夫（
東
京
）

長
谷
川
友
紀（
東
京
）

堀
江
重
郎（
東
京
）

前
田
美
穂（
東
京
）

向
井
秀
樹（
東
京
）

山
口
芳
裕（
東
京
）

横
田
裕
行（
東
京
）

吉
田
正
樹（
東
京
）

明
石
勝
也（
神
奈
川
）

三
上
容
司（
神
奈
川
）

臼
井
正
明（
岐
阜
）

前
田
津
紀
夫（
静
岡
）

柏
井
眞
理
子（
京
都
）

北
村
良
夫（
大
阪
）

鍬
方
安
行（
大
阪
）

河
野
朗
久（
大
阪
）

堀
井
孝
容（
大
阪
）

赤
﨑
正
佳（
奈
良
）

正
木
康
史（
山
口
）

江
頭
芳
樹（
福
岡
）

戸
次
鎮
史（
福
岡
）

志
田
正
典（
佐
賀
）

佐
藤
光
治（
長
崎
）

長
谷
川
宏（
長
崎
）

金
澤
知
徳（
熊
本
）

川
口
英
敏（
熊
本
）

金
丸
吉
昌（
宮
崎
）

峰
松
俊
夫（
宮
崎
）

田
名　

毅（
沖
縄
）

白
寿
会
員
（
１
１
３
名
）

桑
原
啓
行（
北
海
道
）他

米
寿
会
員
（
９
１
９
名
）

網
野　

勇（
北
海
道
）他
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財
政
審
の
主
張
に

　
　
　
　
　 
強
く
反
論

10
月
25
日
・
11
月
2
日

松
本
吉
郎
会
長
は
、
11
月

１
日
の
財
務
省
財
政
制
度
等

審
議
会
財
政
制
度
分
科
会

（
以
下
、
財
政
審
）
で
の
社

会
保
障
に
つ
い
て
の
議
論
が

行
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

令
和
６
年
度
診
療
報
酬
改
定

に
向
け
た
日
本
医
師
会
の
考

え
を
改
め
て
説
明
。
地
域
医

療
を
守
っ
て
い
く
た
め
の
賃

上
げ
は
、
診
療
報
酬
改
定
の

中
に
お
い
て
別
枠
で
行
う
こ

と
が
必
要
だ
と
強
調
し
た
。

２
０
２
０
年
を
ベ
ー
ス
に

比
較
す
る
こ
と
は
ミ
ス 

リ
ー
ド

松
本
会
長
は
、
財
政
審
に

お
い
て
、
直
近
２
年
間
の
診

療
所
の
損
益
率
が
極
め
て
高

水
準
で
、
経
常
利
益
率
も
急

増
し
、
利
益
剰
余
金
が
積
み

上
が
っ
て
い
る
と
の
前
提
で

議
論
が
な
さ
れ
た
こ
と
に
対

し
、
「
こ
の
３
年
間
は
コ
ロ

ナ
禍
の
変
動
が
顕
著
で
あ

り
、
特
に
、
コ
ロ
ナ
特
例
に

よ
る
上
振
れ
分
が
含
ま
れ
て

い
る
。
そ
も
そ
も
コ
ロ
ナ
禍

で
一
番
落
ち
込
み
が
厳
し
か

っ
た
２
０
２
０
年
を
ベ
ー
ス

に
比
較
す
る
こ
と
自
体
が
ミ

ス
リ
ー
ド
で
あ
り
、
も
う
か

っ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
与

え
る
恣し

い意
的
な
も
の
で
あ

る
」
と
反
論
。
コ
ロ
ナ
特
例

に
つ
い
て
は
、
５
類
感
染
症

へ
の
移
行
後
、
既
に
半
分
以

下
と
大
幅
に
引
き
下
げ
ら
れ

て
お
り
、
こ
う
し
た
一
過
性

の
収
益
を
前
提
に
恒
常
的
な

フ
ロ
ー
に
つ
い
て
議
論
す
る

の
は
極
め
て
不
適
切
で
あ
る

と
指
摘
し
た
。

そ
の
上
で
、
「
Ｔ
Ｋ
Ｃ
医

業
経
営
指
標
（
Ｍ
─

Ｂ
Ａ
Ｓ

Ｔ
）
」
を
基
に
独
自
に
分
析

し
た
診
療
所
の
医
業
に
関
す

る
利
益
率
を
取
り
上
げ
、
コ

ロ
ナ
特
例
な
ど
の
コ
ロ
ナ
対

応
分
を
除
く
と
利
益
率
３
・

３
％
程
度
と
な
り
、
コ
ロ
ナ

流
行
前
よ
り
も
若
干
悪
化
し

て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
し

て
、
報
酬
特
例
の
見
直
し
等

に
よ
っ
て
経
営
環
境
が
よ
り

悪
化
し
て
い
く
こ
と
を
懸

念
。
「
他
業
種
と
比
較
し
て

も
診
療
所
の
利
益
率
は
特
段

高
い
も
の
で
は
な
く
、
医
師

が
一
人
の
み
で
あ
る
場
合
な

ど
比
較
的
事
業
規
模
が
小
さ

い
こ
と
を
考
え
る
と
妥
当
な

利
益
率
だ
」
と
主
張
し
た
。

利
益
剰
余
金
を
減
ら
す
こ

と
は
赤
字
に
転
落
す
る
こ

と
を
意
味
す
る

更
に
、
財
政
審
が
診
療
所

に
お
け
る
利
益
剰
余
金
が
約

２
割
増
え
た
と
し
て
い
る
こ

と
に
対
し
、
「
利
益
剰
余
金

を
削
る
、
も
し
く
は
減
ら
す

と
い
う
こ
と
は
、
通
常
は
そ

の
法
人
が
赤
字
に
転
落
す
る

こ
と
を
意
味
す
る
が
、
赤
字

に
な
れ
ば
必
要
な
返
済
や
投

資
が
で
き
な
く
な
り
、
新
た

な
借
り
入
れ
も
難
し
く
な
る
」

と
強
調
。
そ
も
そ
も
利
益
剰

余
金
は
大
規
模
修
繕
等
に
充

て
る
他
、
法
人
が
解
散
す
る

際
、
原
則
、
最
終
的
に
は
国
庫

等
に
帰
属
す
る
な
ど
、
医
師
、

役
員
に
帰
属
す
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
を
説
明
し
た
。

ま
た
、
開
業
後
し
ば
ら
く

の
間
は
借
金
返
済
の
た
め
に

ス
ト
ッ
ク
が
ほ
と
ん
ど
な
い

状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
地

域
医
療
に
お
い
て
人
材
を
し

っ
か
り
確
保
し
て
い
く
た
め

の
賃
上
げ
な
ど
の
原
資
は
フ

ロ
ー
か
ら
出
す
べ
き
」
と
の

見
解
を
改
め
て
述
べ
、
「
『
医

療
機
関
の
賃
上
げ
は
公
定
価

格
の
中
で
は
対
応
し
な
い
』

『
利
益
剰
余
金
を
取
り
崩
し

て
実
施
し
ろ
』
と
い
う
姿
勢

は
あ
ま
り
に
も
理
不
尽
で
あ

り
、
地
方
の
医
療
提
供
体
制

の
弱
体
化
を
招
く
こ
と
を
財

務
省
は
し
っ
か
り
と
認
識
す

べ
き
だ
」
と
訴
え
た
。

診
療
報
酬
の
大
幅
な
ア
ッ

プ
な
し
に
賃
上
げ
は
成
し

得
な
い

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
松
本
会

長
は
、
診
療
報
酬
改
定
に
向

け
た
日
本
医
師
会
の
考
え
と

し
て
、
（
１
）
秋
の
新
た
な

経
済
対
策
の
中
で
、
入
院
中

の
食
事
療
養
等
の
補
助
金
や

光
熱
費
等
の
物
価
高
騰
に
対

す
る
継
続
支
援
を
要
請
し
て

い
る
が
、
あ
く
ま
で
も
当
面

の
対
応
で
あ
り
、
今
後
は
報

酬
改
定
で
対
応
す
べ
き
で
あ

る
、（
２
）
財
政
審
で
は
「
現

場
従
事
者
の
処
遇
改
善
等
の

課
題
に
対
応
し
つ
つ
診
療
報

酬
本
体
を
マ
イ
ナ
ス
改
定
と

す
る
こ
と
が
適
当
」
と
主
張

さ
れ
て
い
る
が
、
診
療
報
酬

の
大
幅
な
ア
ッ
プ
な
し
で
は

賃
上
げ
は
成
し
遂
げ
ら
れ
な

い

─
と
主
張
。
「
賃
上
げ

と
い
う
岸
田
政
権
の
重
要
政

策
を
踏
ま
え
て
、
今
年
の
春

闘
や
人
事
院
勧
告
の
上
昇
分

と
の
差
を
埋
め
る
だ
け
で
な

く
、
更
に
上
が
る
と
見
込
ま

れ
る
来
春
の
春
闘
に
匹
敵
す

る
対
応
が
必
要
で
あ
る
」
と

述
べ
た
。

更
に
、
過
去
30
年
近
く
類

を
見
な
い
物
価
高
騰
や
賃
上

げ
の
局
面
を
迎
え
て
い
る
現

状
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
明
ら

か
に
フ
ェ
ー
ズ
が
異
な
っ
て

い
る
と
し
て
、
「
岸
田
文
雄

内
閣
総
理
大
臣
は
、
『
コ
ス

ト
カ
ッ
ト
型
経
済
』
か
ら
の

完
全
脱
却
と
も
述
べ
ら
れ
た

が
、
診
療
報
酬
改
定
に
お
い

て
も
、
コ
ス
ト
カ
ッ
ト
型
か

ら
完
全
に
脱
却
し
、
異
次
元

の
対
応
が
必
要
と
な
る
」
と

改
め
て
強
調
。

賃
上
げ
は
利
益
剰
余
金
の

よ
う
な
ス
ト
ッ
ク
で
は
な

く
、
高
齢
化
の
伸
び
の
シ
ー

リ
ン
グ
に
制
約
さ
れ
た
従
来

の
改
定
に
加
え
て
、
診
療
報

酬
改
定
の
中
に
お
い
て
別
枠

で
行
う
こ
と
を
求
め
た
。

財
政
審
の
主
張
の
各
論
に

つ
い
て
も
反
論

松
本
会
長
は
、
ま
ず
、「
高

齢
化
等
に
伴
う
事
業
者
の
収

益
増
等
（
全
体
と
し
て
年
プ

ラ
ス
２
～
３
％
）
が
現
場
の

従
事
者
の
処
遇
改
善
に
つ
な

が
る
構
造
を
構
築
す
る
。
」

と
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
、
10

月
24
日
の
自
民
党
政
調
全
体

会
議
で
「
医
療
も
介
護
も
公

定
価
格
で
賃
上
げ
に
対
応
で

き
て
い
な
い
」
「
見
直
し
で

は
な
く
、
引
き
上
げ
と
書
く

べ
き
だ
」
「
収
益
は
事
業
者

ご
と
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
」

と
い
っ
た
意
見
が
あ
っ
た
こ

と
を
踏
ま
え
、
「
新
た
な
総

合
経
済
対
策
（
案
）
」
か
ら
、

「
現
場
で
働
く
方
々
の
給
与

に
関
わ
る
公
定
価
格
の
見
直

し
を
進
め
、
高
齢
化
等
に
よ

る
事
業
者
の
収
益
の
増
加
等

が
処
遇
改
善
に
構
造
的
に
つ

な
が
る
仕
組
み
を
構
築
す

る
」
と
い
う
記
載
が
全
て
削

除
さ
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
、

既
に
解
決
済
み
の
問
題
で
あ

る
と
の
認
識
を
述
べ
た
。

そ
の
上
で
、
各
論
と
し
て
、

変
革
期
間
に
お
け
る
診
療
報

酬
改
定
（
総
括
）
に
お
い
て

「
診
療
所
・
病
院
・
調
剤
の

区
分
毎
に
経
営
状
況
や
課
題

等
が
異
な
る
こ
と
を
踏
ま
え

た
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
改
定

と
す
る
。」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
診

療
所
と
病
院
は
役
割
分
担
と

し
て
違
う
部
分
も
あ
る
が
、

治
療
と
し
て
は
一
連
の
も
の

で
あ
り
、
患
者
さ
ん
の
受
け

て
い
る
医
療
に
差
は
な
い
」

と
指
摘
。
更
に
、
今
回
の
診

療
報
酬
改
定
に
つ
い
て
は
、

「
岸
田
政
権
の
重
要
政
策
で

あ
る
『
賃
上
げ
』
を
、
医
療
・

介
護
就
業
者
数
約
９
０
０
万

人
に
対
し
、
公
定
価
格
の
引

き
上
げ
を
通
じ
て
い
か
に
成

し
遂
げ
て
い
く
か
と
い
う
大

き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
あ
る
。

物
価
高
騰
へ
の
対
応
を
含

め
、
医
療
・
介
護
業
界
が
一

体
・
一
丸
と
な
っ
て
政
権
の

方
向
性
に
進
ん
で
い
く
重
要

な
年
で
あ
り
、他
団
体
と
も
、

診
療
報
酬
改
定
の
大
き
な
方

向
性
に
お
い
て
、
声
を
一
つ

に
し
て
歩
ん
で
い
く
べ
き
」

と
の
考
え
を
示
し
た
。

ま
た
、
財
政
審
の
場
で
、

特
定
の
領
域
に
は
賃
上
げ
へ

の
対
応
は
必
要
な
い
と
い
っ

た
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
に
対

し
て
は
、
「
到
底
、
受
け
入

れ
難
い
も
の
で
あ
り
、
大
変

残
念
で
あ
る
」
と
し
た
。

「
こ
の
３
年
間
の
医
療
関

係
の
特
例
的
な
支
援
」
に
つ

い
て
は
、
不
眠
不
休
で
未
知

の
ウ
イ
ル
ス
に
立
ち
向
か

い
、
通
常
の
診
療
時
間
外
に

発
熱
外
来
や
ワ
ク
チ
ン
接

種
、
自
宅
・
宿
泊
療
養
者
の

健
康
観
察
な
ど
を
行
っ
た
医

療
従
事
者
へ
の
支
援
で
あ
る

と
説
明
。
「
国
民
と
一
体
と

な
っ
て
対
応
し
て
き
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
支
援
の

返
還
を
求
め
る
の
は
、
全
力

を
尽
く
し
た
医
療
従
事
者
に

対
し
て
あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い

意
見
で
あ
る
」
と
強
く
抗
議

し
た
。

「
医
療
法
人
に
お
け
る
直

近
の
経
営
・
財
務
状
況
（
財

務
省
機
動
的
調
査
結
果
）」

に
つ
い
て
は
、
経
常
利
益
率

が
15
％
以
上
の
医
療
法
人
に

は
自
由
診
療
を
行
っ
て
い
る

医
療
法
人
な
ど
も
含
ま
れ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
と
し
、

「
主
に
自
由
診
療
を
実
施
す

る
医
療
法
人
の
経
常
利
益
を

含
ん
だ
数
字
を
基
に
公
定
価

格
で
あ
る
診
療
報
酬
の
議
論

を
行
う
こ
と
は
不
適
格
」
と

指
摘
。
「
マ
イ
ナ
ス
の
程
度

に
よ
っ
て
は
、
最
頻
値
の
集

団
で
あ
る
経
常
利
益
率
０
～

５
％
の
医
療
法
人
が
赤
字
に

陥
り
、
地
域
医
療
の
崩
壊
を

招
き
か
ね
な
い
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
の
か
」
と
疑
問
を

呈
し
、
丁
寧
な
精
査
を
求
め

た
。「診

療
所
数
の
推
移
」
と

し
て
財
政
審
が
２
０
０
０
～

２
０
０
８
年
度
に
掛
け
て
診

療
所
数
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
に
着
目
し
て
い
る
こ
と
に

対
し
て
は
、
「
高
齢
者
の
増

加
に
応
じ
て
対
応
し
た
結
果

で
あ
り
、
そ
の
後
、
診
療
所

数
の
伸
び
が
鈍
化
し
て
い
る

の
は
、
地
域
に
密
着
し
た
医

療
が
提
供
さ
れ
て
い
る
証

で
、
そ
う
し
た
診
療
所
が
地

域
包
括
ケ
ア
を
推
進
し
て
い

る
」
と
強
調
。
診
療
所
の
み

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る

地
域
も
多
く
あ
る
中
で
、
医

療
機
関
の
閉
院
が
相
次
い
で

発
生
し
て
い
る
こ
と
に
懸
念

を
示
し
た
。

地
域
別
の
単
価
導
入
や
リ

フ
ィ
ル
処
方
箋せ

ん

は
解
決
済

み
の
問
題

更
に
、
診
療
所
の
偏
在
是

正
の
た
め
に
地
域
別
単
価
を

導
入
す
べ
き
と
し
て
い
る
こ

と
に
関
し
て
は
、
「
地
域
別

単
価
に
つ
い
て
は
解
決
済

み
」
と
し
て
門
前
払
い
し
た

上
で
、
診
療
報
酬
上
で
は
、

医
業
経
費
に
お
け
る
地
域
差

を
配
慮
し
た
入
院
基
本
料
の

地
域
加
算
や
、
医
療
資
源
が

少
な
い
地
域
の
施
設
基
準
を

緩
和
す
る
な
ど
で
、
既
に
対

応
で
き
る
も
の
は
実
施
さ
れ

て
い
る
と
説
明
。
ま
た
、「
医

療
資
源
は
都
道
府
県
ご
と
で

異
な
る
が
、
国
民
皆
保
険
制

度
の
下
、
平
等
性
を
担
保
す

る
観
点
か
ら
、
診
療
報
酬
は

全
国
一
律
の
運
営
を
行
っ
て

お
り
、
点
数
単
価
や
同
じ
医

療
技
術
の
評
価
を
変
え
る
こ

と
は
診
療
報
酬
に
な
じ
ま
な

い
」
と
し
た
。

「
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用

促
進
」
に
つ
い
て
は
、
「
マ

イ
ナ
保
険
証
は
国
民
に
義
務

化
し
て
い
る
も
の
で
は
な

く
、
取
得
は
任
意
で
あ
り
、

利
用
促
進
の
た
め
に
は
、
国

民
へ
の
呼
び
掛
け
が
最
優

先
」
と
強
調
。
ま
た
、
衆
議

院
予
算
委
員
会
に
お
い
て
、

岸
田
総
理
が
マ
イ
ナ
保
険
証

の
利
用
率
の
減
少
に
つ
い

て
、
「
ひ
も
付
け
誤
り
等
に

対
し
て
不
安
に
感
じ
て
い
る

こ
と
が
一
つ
の
原
因
で
あ

り
、
改
め
て
国
民
の
皆
さ
ん

に
マ
イ
ナ
保
険
証
の
メ
リ
ッ

ト
を
丁
寧
に
説
明
す
る
必
要

が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
こ

と
に
も
触
れ
、
「
国
民
の
皆

さ
ん
が
不
安
を
感
じ
て
お
ら

れ
る
の
が
原
因
で
あ
り
、
医

療
機
関
に
責
任
を
押
し
付
け

る
べ
き
で
は
な
い
。
低
迷
し

て
い
る
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
率
に
着
目
し
た
評
価
設
定

は
、
見
当
違
い
も
甚
だ
し
い
」

と
批
判
し
た
。

更
に
、
「
リ
フ
ィ
ル
処
方

箋
」
に
つ
い
て
は
、
令
和
４

年
度
診
療
報
酬
改
定
に
お
い

て
解
決
済
み
の
問
題
で
あ
る

と
の
認
識
を
示
し
た
上
で
、

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
の
応
需
実

績
は
、
患
者
の
状
態
に
よ
っ

て
、
医
師
に
よ
る
定
期
的
な

医
学
管
理
の
下
で
利
用
可
否

を
判
断
し
た
結
果
で
あ
る
と

説
明
。
ま
た
、
財
政
審
が
、

リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
の
導
入
・

活
用
促
進
に
よ
る
医
療
費
効

率
化
効
果
に
関
し
て
、
予
算

と
決
算
で
乖か

い

り離
が
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て

は
、
「
診
療
報
酬
の
改
定
は
、

医
療
費
に
関
す
る
予
算
と
決

算
の
差
異
に
つ
い
て
、
事
細

か
に
結
果
だ
け
を
取
り
上
げ

て
行
わ
れ
て
き
た
わ
け
で
は

な
く
、医
療
費
全
体
を
見
て
、

総
合
的
に
実
施
さ
れ
て
き
た

こ
と
で
あ
る
」
と
す
る
と
と

も
に
、
「
予
算
の
執
行
状
況

で
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
を
推
進

し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
医
療
介
護
総
合
確
保
基

金
な
ど
の
執
行
状
況
が
悪
か

っ
た
場
合
な
ど
を
ま
ず
先

に
、
要
件
を
緩
和
す
べ
き
で

あ
る
」
と
強
調
し
た
。

そ
の
上
で
、松
本
会
長
は
、

「
全
て
に
反
論
し
て
い
た
ら

キ
リ
が
な
い
」
と
し
、
今
後

に
つ
い
て
は
「
今
回
取
り
上

げ
た
問
題
ば
か
り
で
な
く
、

財
政
審
の
資
料
に
は
多
々
問

題
が
あ
る
。
今
後
も
中
医
協

や
社
会
保
障
審
議
会
の
医
療

部
会
、
医
療
保
険
部
会
等
を

始
め
と
し
た
審
議
会
等
で
日

本
医
師
会
の
意
見
を
述
べ
て

い
き
た
い
」
と
し
て
、
そ
の

主
張
へ
の
理
解
と
協
力
を
求

め
た
。

お知らせお知らせ

　日本医師会のLINE公式アカウントからは、
さまざまな情報を提供しています。ぜひ、
友だち追加をお願いします。

友だち追加は
こちらから
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■■■■■■■■

病
院
経
営
の
窮
状
を
説
明

■■■■■■■■

診
療
所
の

新
興
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

■■■■■■■■

糖
尿
病
治
療
薬
等
の

適
応
外
使
用
に
つ
い
て

そ
の
上
で
、
日
本
医
師
会

と
し
て
、
都
道
府
県
医
師

会
・
郡
市
区
等
医
師
会
と
共

に
、
診
療
所
の
重
要
性
を
対

外
的
に
発
信
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
新
興
感
染
症
へ
の
診

療
所
の
対
応
力
を
一
層
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
委
員
会
を
立
ち

上
げ
た
こ
と
を
報
告
。
同
委

員
会
で
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
や

研
修
実
施
方
法
等
を
検
討
し

医
薬
品
供
給
不
足
に
関
す
る

緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
中

で
、
Ｇ
Ｌ
Ｐ
─

１
製
剤
に
つ

い
て
、
院
内
処
方
で
入
手
困

難
で
あ
っ
た
件
数
が
３
０
８

件
、
院
外
処
方
で
処
方
困
難

で
あ
っ
た
件
数
が
６
４
８
件

（
い
ず
れ
も
速
報
値
）
で
あ

っ
た
こ
と
な
ど
を
改
め
て
説

明
。そ

の
上
で
、
「
医
療
機
関

で
は
Ｇ
Ｌ
Ｐ
─

１
製
剤
が
不

足
し
て
い
る
状
況
で
あ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
望
も
寄
せ
ら

れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
具
体

釜

敏
常
任
理
事
は
、
診

療
所
の
新
興
感
染
症
対
策
支

援
に
向
け
て
、
会
内
に
「
新

興
感
染
症
対
策
研
修
検
討
委

員
会
」
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
委

員
会
）
を
立
ち
上
げ
る
と
と

も
に
、
研
修
会
を
開
催
す
る

こ
と
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し

た
。同

常
任
理
事
は
、
日
本
の

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
が
諸
外
国

と
比
較
し
て
も
優
れ
て
い
た

の
は
、
「
全
国
の
診
療
所
の

医
師
が
懸
命
に
対
応
さ
れ
、

平
時
か
ら
地
域
に
根
差
し
て

住
民
の
健
康
を
守
り
、
か
か

り
つ
け
医
と
し
て
尽
力
さ
れ

て
き
た
こ
と
の
表
れ
で
も
あ

る
」
と
指
摘
。
ま
た
、
今
後

に
つ
い
て
も
「
感
染
症
法
に

基
づ
く
協
定
締
結
医
療
機
関

か
否
か
を
問
わ
ず
、
平
時
で

は
地
域
医
療
の
第
一
線
を
担

い
、
有
事
で
も
相
応
の
対
応

を
す
る
こ
と
に
な
る
」
と
し

て
、
そ
の
役
割
の
重
要
性
を

改
め
て
強
調
し
た
。

宮
川
政
昭
常
任
理
事
は
、

昨
今
問
題
と
な
っ
て
い
る
糖

尿
病
治
療
薬
等
の
適
応
外
使

用
に
つ
い
て
、
現
状
を
説
明

す
る
と
と
も
に
、
注
意
喚
起

へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。

同
常
任
理
事
は
、
ま
ず
、

本
年
８
月
か
ら
９
月
に
掛
け

て
日
本
医
師
会
が
実
施
し
た

て
い
く
と
し
た
。

更
に
、
同
常
任
理
事
は
、

会
見
当
日
に
行
わ
れ
た
第
１

回
の
同
委
員
会
の
議
論
に
つ

い
て
も
紹
介
。
平
林
弘
久
兵

庫
県
医
師
会
理
事
よ
り
、
兵

庫
県
で
の
感
染
対
策
研
修
等

の
取
り
組
み
や
本
年
７
月
30

日
に
実
施
し
た
日
本
医
師
会

Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ
研
修
オ
プ
シ
ョ
ン

研
修
（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
─

19
編
）

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た

他
、
（
１
）
医
師
自
身
が
基

本
的
な
感
染
対
策
ス
キ
ル
を

意
識
し
て
、
平
時
に
お
い
て

も
日
常
の
診
療
に
携
わ
る
こ

と
、
（
２
）
新
型
コ
ロ
ナ
の

経
験
を
踏
ま
え
、
感
染
対
策

の
レ
ベ
ル
を
意
識
す
る
こ

と
、（
３
）
研
修
会
に
よ
り
、

知
識
や
技
量
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
の
必
要
性

を
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
、

（
４
）
医
師
の
少
な
い
地
域

で
も
新
興
感
染
症
対
策
が
実

践
で
き
る
よ
う
、
医
師
に
限

ら
ず
幅
広
く
医
療
関
係
職
種

が
参
画
す
る
研
修
の
あ
り
方

─
等
の
意
見
が
あ
っ
た
こ

と
を
報
告
し
た
。

ま
た
、
同
常
任
理
事
は
、

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
前
述
の
日
本
医
師
会
Ｊ

Ｍ
Ａ
Ｔ
研
修
オ
プ
シ
ョ
ン
研

修
を
参
考
に
、
２
０
２
４
年

３
月
24
日
に
日
本
医
師
会
館

に
お
い
て
、
上
記
モ
デ
ル
研

修
と
し
て
、
「
診
療
所
を
対

象
と
し
た
新
興
感
染
症
対
策

研
修
」
を
開
催
す
る
こ
と
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

日
本
医
師
会
の
研
修
の
参
加

者
が
指
導
者
と
な
っ
て
、
各

地
域
で
そ
の
地
域
に
即
し
た

研
修
が
実
施
さ
れ
、
多
く
の

医
師
に
も
参
加
し
て
も
ら
え

る
こ
と
に
期
待
感
を
示
し

た
。

療
を
行
い
ま
す
」
な
ど
の
同

意
を
取
っ
て
い
る
場
合
も
あ

り
、
有
害
事
象
が
表
面
化
し

て
い
な
い
可
能
性
を
指
摘
し

た
。ま

た
、
減
量
目
的
で
Ｇ
Ｌ

Ｐ
─

１
作
動
薬
を
使
用
し
た

場
合
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、

Ｊ

Ａ
Ｍ
Ａ
（Journal 

of 

A
m
e
r
i
c
a
n
 
M
e
d
i
c
a
l 

Association

）
に
お
い
て
、

膵
炎
リ
ス
ク
が
９
倍
に
上
昇

す
る
な
ど
の
報
告
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
等
を
紹
介
し
た

上
で
、
本
来
の
目
的
と
は
異

な
る
使
用
に
つ
い
て
は
情
報

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後

情
報
の
蓄
積
が
必
要
と
し
た
。

更
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
実
際

に
使
用
し
、
有
害
事
象
で
悩

ん
で
い
る
人
の
投
稿
等
が
見

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
触
れ
、

ダ
イ
エ
ッ
ト
目
的
で
使
用
し

て
有
害
事
象
が
起
こ
っ
た
と

し
て
も
、
「
医
薬
品
副
作
用

被
害
救
済
制
度
」
の
対
象
に

は
な
ら
ず
、
救
済
さ
れ
な
い

こ
と
に
注
意
を
促
し
た
。

同
常
任
理
事
は
最
後
に
、

日
本
医
師
会
と
し
て
、
Ｇ
Ｌ

Ｐ
─

１
製
剤
が
〝
や
せ
薬
〟

と
し
て
不
適
切
に
使
用
さ
れ

る
こ
と
に
対
し
、
強
い
懸
念

を
も
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め

て
強
調
。
「
国
民
の
健
康
を

守
る
と
い
う
日
本
医
師
会
の

立
場
と
し
て
は
、
健
康
な
方

に
ダ
イ
エ
ッ
ト
目
的
で
使
う

の
で
は
な
く
、
糖
尿
病
の
患

者
さ
ん
に
し
っ
か
り
と
処
方

で
き
る
体
制
を
確
立
し
、
守

っ
て
い
き
た
い
」
と
述
べ
、

報
道
各
社
に
も
国
民
へ
の
伝

え
方
等
も
含
め
た
協
力
を
呼

び
掛
け
た
。

猪
口
雄
二
副
会
長
は
11
月

１
日
に
財
務
省
財
政
制
度
等

審
議
会
財
政
制
度
分
科
会
で

社
会
保
障
に
関
す
る
議
論
が

行
わ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

病
院
の
経
営
状
況
の
現
状
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。

同
副
会
長
は
、
ま
ず
、
日

本
病
院
会
、
全
日
本
病
院
協

会
、
日
本
医
療
法
人
協
会
に

よ
り
実
施
さ
れ
た
「
２
０
２

３
年
度
病
院
経
営
調
査
」
を

基
に
、
２
０
２
１
、
２
０
２

２
年
度
の
病
院
の
経
常
利
益

は
約
８
割
が
黒
字
と
は
な
る

も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
関
連

の
補
助
金
（
以
下
、
コ
ロ
ナ

補
助
金
）
を
除
く
と
、
逆
に

約
６
割
が
赤
字
に
転
落
す
る

こ
と
や
、
２
０
２
２
年
の
方

が
赤
字
幅
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

更
に
、
２
０
２
２
年
度
と

２
０
２
３
年
度
の
６
月
単
月

調
査
の
結
果
に
も
言
及
。
２

０
２
２
年
よ
り
２
０
２
３
年

の
方
が
赤
字
幅
が
大
き
く
な

っ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
経

常
利
益
に
関
し
て
、
コ
ロ
ナ

補
助
金
を
加
味
し
て
も
65
％

が
赤
字
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
強
調
し
た
。

ま
た
、
２
０
２
２
年
度
の

医
業
収
益
経
常
利
益
率
に
関

す
る
ヒ
ス
ト
グ
ラ
ム
を
示
し

た
上
で
、
コ
ロ
ナ
補
助
金
を

加
味
し
た
場
合
、
利
益
率
０

～
６
％
の
と
こ
ろ
に
大
き
な

山
が
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
補
助

金
を
除
く
と
マ
イ
ナ
ス
４
～

２
％
に
山
が
移
動
す
る
こ
と

を
指
摘
し
、
多
く
の
病
院
が

赤
字
に
転
落
し
て
し
ま
う
こ

と
を
説
明
す
る
と
と
も
に
、

医
業
利
益
率
で
見
る
と
、
赤

字
と
な
る
病
院
の
割
合
は
更

に
増
大
す
る
こ
と
を
強
調
。

「
２
０
２
３
年
10
月
以
降
、

病
床
確
保
等
に
関
す
る
コ
ロ

ナ
補
助
金
が
ほ
と
ん
ど
な
く

な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
れ

ば
、
病
院
が
置
か
れ
て
い
る

直
近
の
状
況
も
同
様
に
厳
し

い
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
」
と
の
認
識
を
示

し
た
。

そ
の
他
、
同
副
会
長
は
福

祉
医
療
機
構
が
２
０
２
３
年

10
月
30
日
に
公
表
し
た
「
２

０
２
２
年
度
病
院
経
営
の
経

営
状
況
（
速
報
値
）
」
を
基
に
、

一
般
病
院
、
療
養
型
病
院
、

精
神
科
病
院
の
医
業
利
益
率

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
流
行
以
来
、
低
い
水
準

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
説

明
。
特
に
一
般
病
院
と
療
養

型
病
院
は
２
０
１
０
年
度
以

来
最
低
の
数
値
で
、
前
者
は

マ
イ
ナ
ス
１
・
２
％
と
な
っ

て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

ま
た
、
同
調
査
に
よ
る
①

２
カ
年
連
続
コ
ロ
ナ
患
者
受

入
実
施
の
同
一
病
院
②
２
カ

年
連
続
受
入
未
実
施
の
同
一

病
院

─
に
お
け
る
経
営
状

況
の
調
査
結
果
に
も
言
及
。

①
で
は
、
患
者
一
人
当
た
り

の
入
院
収
益
は
増
加
し
て
い

る
も
の
の
、
そ
れ
以
上
に
医

療
材
料
費
や
水
道
光
熱
費
が

上
昇
、
そ
の
他
の
物
価
高
騰

も
加
わ
り
経
営
費
用
が
増
加

し
て
い
る
た
め
、
コ
ロ
ナ
補

の
悪
化
は
明
白
と
の
認
識
を

示
し
た
上
で
、
「
入
院
患
者

等
へ
の
食
事
療
養
費
に
お
け

る
差
額
の
解
消
や
、
政
府
が

目
標
と
し
て
掲
げ
る
賃
金
上

昇
を
実
現
す
る
た
め
に
も
、

重
点
支
援
地
方
交
付
金
に
よ

る
補
助
金
支
給
に
加
え
、
何

よ
り
令
和
６
年
度
診
療
報
酬

改
定
に
お
け
る
対
応
が
不
可

欠
で
あ
る
」
と
し
て
、
理
解

を
求
め
た
。

的
に
、
「
Ｇ
Ｌ
Ｐ
─

１
が
ダ
イ

エ
ッ
ト
の
目
的
で
使
わ
れ
て

い
る
た
め
、
糖
尿
病
の
患
者

に
処
方
で
き
な
い
。
卸
が
そ

の
よ
う
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
卸

す
の
を
制
限
で
き
な
い
か
」

「
Ｇ
Ｌ
Ｐ
─

１
作
動
薬
の
適
応

外
使
用
（
美
容
系
）
で
注
射

が
不
足
し
糖
尿
病
内
科
は
困

っ
て
い
ま
す
」
等
の
意
見
が

あ
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。

次
に
、
こ
の
現
状
は
日
本

医
師
会
や
日
本
糖
尿
病
学

会
、
製
薬
企
業
が
継
続
的
に

注
意
喚
起
を
行
っ
て
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
続
い
て
い
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
説
明
す

る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た
適

応
外
使
用
で
は
、
利
用
者
に

「
自
己
責
任
の
上
で
自
由
診

助
金
を
除
く
と
医
業
利
益
率

は
マ
イ
ナ
ス
４
・
７
％
、
経

常
利
益
率
は
マ
イ
ナ
ス
２
・

９
％
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を

説
明
し
た
。

更
に
、
②
に
つ
い
て
は
、

調
査
対
象
が
比
較
的
小
規
模

の
病
院
が
中
心
と
な
っ
て
い

る
も
の
の
、
病
床
利
用
率
は

前
年
度
比
で
マ
イ
ナ
ス
０
・

９
％
、
コ
ロ
ナ
補
助
金
を
除

い
た
医
業
利
益
率
は
マ
イ
ナ

ス
１
・
５
％
、
経
常
利
益
率

は
０
・
３
％
と
な
っ
て
お

り
、
①
、
②
の
結
果
か
ら
見

て
も
、
２
０
２
１
年
度
と
比

べ
経
営
状
況
が
悪
化
し
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
だ
と
指
摘

し
た
。

そ
の
上
で
、
同
副
会
長
は
、

「
病
院
の
経
常
利
益
率
は
従

来
よ
り
平
均
１
～
２
％
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
設
備
投
資

や
老
朽
化
へ
の
対
応
に
は
借

入
金
を
充
て
る
こ
と
が
多
か

っ
た
が
、
こ
の
数
年
間
、
経

常
収
支
が
好
転
し
た
よ
う
に

見
え
る
の
は
２
０
２
１
、
２

０
２
２
年
度
に
お
け
る
コ
ロ

ナ
補
助
金
に
よ
る
一
時
的
な

収
益
増
に
よ
る
も
の
に
過
ぎ

な
い
」
と
強
調
。
加
え
て
、

コ
ロ
ナ
補
助
金
を
得
た
病
院

は
今
後
の
新
興
感
染
症
に
対

応
す
る
病
院
で
あ
る
こ
と
が

多
い
た
め
、
人
件
費
や
医
療

器
材
に
多
く
の
費
用
を
要
す

る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
補
助
金
収

入
は
、
病
院
間
の
ば
ら
つ
き

が
大
き
く
、
そ
も
そ
も
補
助

金
収
入
を
得
て
い
な
い
病
院

も
多
く
あ
る
と
す
る
と
と
も

に
、
物
価
高
騰
や
人
件
費
増

に
よ
り
、
病
院
の
経
営
環
境
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⻆
田
副
会
長
、
今
村
常
任
理
事

世
界
医
師
会（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）キ
ガ
リ
総
会
に
出
席

ル
人
及
び
そ
の
他
の
少
数
民

族
に
対
す
る
人
権
侵
害
の
認

識
と
非
難
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ

決
議
」

「
プ
ラ
イ
マ
リ
ヘ
ル
ス
ケ

世
界
医
師
会
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）

総
会
が
10
月
４
日
か
ら
７
日

を
会
期
と
し
、
キ
ガ
リ
（
ル

ワ
ン
ダ
）
で
開
催
さ
れ
た
。

日
本
医
師
会
か
ら
は
Ｗ
Ｍ

Ａ
理
事
と
し
て
、

田
徹
副

会
長
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
理
事
会
副
議

長
）
、
今
村
英
仁
常
任
理
事
、

原
祐
一
日
医
総
研
副
所
長

（
松
本
吉
郎
会
長
代
理
）
の

他
、
ジ
ュ
ニ
ア
ド
ク
タ
ー
ズ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
岡
本
真

希
医
師
が
出
席
。
全
体
の
参

加
者
は
49
加
盟
各
国
医
師
会

及
び
国
際
機
関
等
か
ら
約
２

７
０
名
で
あ
っ
た
。

総
会
式
典
で
は
、
サ
ビ

ン
・
ン
サ
ン
ジ
マ
ナ
保
健
大

臣
が
来
賓
あ
い
さ
つ
を
行
っ

た
他
、
オ
サ
ホ
ン
・
エ
ナ
ブ

レ
レ
第
73
代
Ｗ
Ｍ
Ａ
会
長
が

退
任
し
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
医
師

会
の
ル
ジ
ェ
イ
ン
・
ア
ル
ゴ

ド
マ
ニ
国
際
担
当
役
員
が
第

74
代
会
長
に
就
任
し
た
。

ま
た
、
次
期
会
長
に
は
、

マ
レ
ー
シ
ア
医
師
会
の
ア
シ

ョ
ッ
ク
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
元
会

長
が
選
出
さ
れ
た
。

会
期
中
は
、
ア
メ
リ
カ
医

師
会
と
の
夕
食
会
や
、
ア
ジ

ア
大
洋
州
医
師
会
連
合
（
Ｃ

Ｍ
Ａ
Ａ
Ｏ
）
ラ
ン
チ
ョ
ン
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

総
会
に
お
け
る
主
な
議
事

内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
。

（
１
）
緊
急
事
項

「
ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
医

師
に
対
す
る
暴
力
を
非
難
す

る
Ｗ
Ｍ
Ａ
決
議
」

ネ
パ
ー
ル
に
お
け
る
医
療

従
事
者
と
医
療
施
設
に
対
す

る
暴
力
の
増
加
を
深
く
憂ゆ

う
り
ょ慮

す
る
と
と
も
に
、
Ｗ
Ｍ
Ａ
及

び
そ
の
会
員
は
、
ネ
パ
ー
ル

の
同
僚
と
の
連
帯
を
表
明

し
、
ネ
パ
ー
ル
当
局
に
対
し
、

特
に
強
固
で
協
調
的
な
政
策

の
実
施
を
通
じ
て
、
医
療
従

事
者
に
対
す
る
暴
力
を
防
止

し
、
終
息
さ
せ
る
こ
と
を
約

束
す
る
よ
う
求
め
る
決
議
。

（
２
）
医
の
倫
理
委
員
会

関
係

①
ヘ
ル
シ
ン
キ
宣
言
改
訂
作
業

作
業
部
会
の
ジ
ャ
ッ
ク
・

レ
ス
ネ
ッ
ク
議
長
か
ら
進
捗

状
況
の
報
告
が
行
わ
れ
、
引

き
続
き
地
域
会
議
を
開
催
し

て
議
論
を
進
め
、

２
段
階
の
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
ン
サ
ル
テ

ー
シ
ョ
ン
を
実
施

し
て
検
討
し
て
い

く
こ
と
が
承
認
さ

れ
た
。

②
採
択
文
書

「
公
衆
衛
生
緊

急
時
に
お
け
る
医

の
倫
理
に
関
す
る

声
明
」

「
医
療
技
術
の

倫
理
的
使
用
に
関

す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
宣

言
」

「
生
物
兵
器
に

関
す
る
ワ
シ
ン
ト
ン
宣
言
」

修
正

「
武
力
紛
争
及
び
そ
の
他

暴
力
的
状
況
に
お
け
る
Ｗ
Ｍ

Ａ
声
明
」
修
正

「
医
の
倫
理
及
び
人
権
基

準
に
反
し
て
医
師
を
迫
害
し

て
い
る
国
に
お
け
る
国
際
医

学
会
議
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
決

議
」

（
３
）
社
会
医
学
委
員
会

関
係

採
択
文
書

「
電
子
た
ば
こ
と
そ
の
他

の
電
子
ニ
コ
チ
ン
送
達
シ
ス

テ
ム
に
関
す
る
声
明
」
修
正

「
強
制
及
び
圧
力
に
よ
る

不
妊
化
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
声

明
」
修
正

「
中
国
に
お
け
る
ウ
イ
グ

ルワンダ医師会長と

ア
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明
」

「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
と
カ

リ
ブ
諸
国
の
医
師
会
を
支
援

す
る
決
議
」
修
正

「
人
間
の
健
康
を
世
界
中

の
政
府
の
主
要
な
政
策
の
焦

点
に
す
る
こ
と
に
関
す
る
Ｗ

Ｍ
Ａ
声
明
」

「
医
療
従
事
者
に
関
す
る

Ｗ
Ｍ
Ａ
決
議
」
修
正

「
人
間
の
性
の
自
然
な
変

異
に
関
す
る
Ｗ
Ｍ
Ａ
声
明
」

修
正

（
４
）
財
務
企
画
委
員
会

関
係

①
Ｗ
Ｍ
Ａ
戦
略
計
画

現
在
の
活
動
は
２
０
２
０

─
２
０
２
５
年
の
Ｗ
Ｍ
Ａ
戦

略
計
画
に
沿
っ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
他
、

Ｗ
Ｍ
Ａ
役
員
会
で
２
０
２
６

─
２
０
３
０
年
の
Ｗ
Ｍ
Ａ
戦

略
計
画
に
関
す
る
検
討
を
開

第
44
回
産
業
保
健
活
動
推

進
全
国
会
議
が
10
月
19
日
、

日
本
医
師
会
館
小
講
堂
で
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
用

い
て
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形
式
で

開
催
さ
れ
た
。

開
会
に
先
立
ち
、
武
見
敬

三
厚
生
労
働
大
臣
、
松
本
吉

郎
会
長
、
有
賀
徹
労
働
者
健

康
安
全
機
構
理
事
長
、
清
水

英
佑
産
業
医
学
振
興

財
団
理
事
長
が
あ
い

さ
つ
を
行
っ
た
。

松
本
会
長
は
、
ま

ず
、
先
般
の
日
本
医

師
会
認
定
産
業
医
制

度
に
お
け
る
単
位
シ

ー
ル
の
転
売
問
題
に

つ
い
て
、
「
認
定
産

業
医
制
度
の
根
幹
を

揺
る
が
す
も
の
で
あ

り
、
断
じ
て
容
認
で

き
な
い
」
と
強
調
。

再
発
防
止
に
向
け

て
、
都
道
府
県
医
師

会
に
対
し
て
は
、
記

名
式
ま
た
は
整
理
番

号
入
り
の
単
位
シ
ー

ル
を
発
行
す
る
よ
う

求
め
て
い
る
他
、
日

本
医
師
会
と
し
て

も
、
受
講
情
報
の
デ

ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
取
り
組

み
の
推
進
、
質
の
高
い
研
修

の
確
保
や
受
講
機
会
の
提
供

に
向
け
た
議
論
を
行
っ
て
い

く
意
向
を
示
し
た
。

ま
た
、
化
学
物
質
の
自
律

的
管
理
に
つ
い
て
は
、
基
本

的
に
事
業
場
に
求
め
ら
れ
る

対
応
で
あ
る
が
、
事
業
場
か

ら
産
業
医
に
求
め
ら
れ
る
業

務
も
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

今
年
度
の
全
国
会
議
で
は
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
し
て
化
学

物
質
の
自
律
的
管
理
を
取
り

入
れ
た
他
、
産
業
医
需
要
供

給
実
態
調
査
事
業
に
関
す
る

報
告
も
行
わ
れ
る
こ
と
に
触

れ
、
そ
の
成
果
が
産
業
保
健

の
推
進
に
つ
な
が
る
こ
と
に

期
待
感
を
示
し
た
。

活
動
事
例
報
告
で
は
、
中

岡
隆
志
労
働
者
健
康
安
全
機

構
理
事
の
司
会
の
下
、(

１
）

事
業
場
と
産
業
医
の
マ
ッ
チ

ン
グ
事
業
に
係
る
取
組
に
つ

い
て
（
尾
池
千
賀
子
熊
本
産

業
保
健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

産
業
保
健
専
門
職
）、
（
２
）

「
か
か
り
つ
け
医
意
見
書
」

で
患
者
・
会
社
・
地
域
経
済

「
三
方
よ
し
」
の
両
立
支
援

へ
（
長
澤
孝
子
滋
賀
産
業
保

健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
産
業

保
健
専
門
職
）、（
３
）
静
岡

さ
ん
ぽ
の
両
立
支
援
─
静
岡

県
に
お
け
る
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

を
見
出
す
─
（
奥
柿
智
子
静

岡
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
産
業
保
健
専
門
職
）、

（
４
）
行
動
災
害
（
転
倒
・

腰
痛
災
害
）
防
止
と
健
康
起

因
事
故
防
止
に
向
け
た

第44回産業保健活動推進全国会議

始
し
、
２
０
２
４
年
４
月
に

委
員
会
に
報
告
す
る
予
定
と

な
っ
た
。

②
今
後
の
会
議
開
催
日
程

２
０
２
４
年
：
４
月
ソ
ウ

ル
理
事
会
（
韓
国
）、
10
月

ヘ
ル
シ
ン
キ
総
会
（
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
）

２
０
２
５
年
：
４
月
モ
ン

テ
ビ
デ
オ
理
事
会
（
ウ
ル
グ

ア
イ
）、
10
月
ポ
ル
ト
総
会

（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）

←

日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 
03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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低
出
生
体
重
児
の
た
め
の

 

リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
取
り
組
み
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　共
有

日
医
総
研
「
母
子
健
康
手
帳
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

「
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
の
杖
」

と
は
、
ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
登

場
す
る
名
医
ア
ス
ク
レ
ピ
オ

ス
の
持
つ
、
一
匹
の
蛇
が
巻

き
付
い
た
杖
の
こ
と
で
、
医

療
・
医
術
の
象
徴
と
し
て
世

界
医
師
会
（
Ｗ
Ｍ
Ａ
）
、
世

界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の

ロ
ゴ
な
ど
、
世
界
的
に
広
く

用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

医
術
の
神
で
あ
る
ア
ポ
ロ

ン
の
子
、
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス

は
死
人
を
も
生
き
返
ら
せ
る

程
の
名
医
で
、
そ
の
た
め
に

冥
界
を
混
乱
さ
せ
た
と
し
て

ゼ
ウ
ス
に
殺
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
が
、
そ
の
後
、
医
神
と

し
て
天
空
に
上
げ
ら

れ
、
へ
び
つ
か
い
座

と
な
り
ま
し
た
。

神
話
で
は
、
ア
ス

ク
レ
ピ
オ
ス
が
患
者
を
診
察

し
て
い
る
時
、
彼
を
驚
か
せ

た
蛇
を
杖
で
殺
し
て
し
ま
い

ま
す
が
、
他
の
蛇
が
、
死
ん
だ

蛇
の
口
に
魔
法
の
薬
草
を
入

れ
て
よ
み
が
え
ら
せ
ま
す
。

こ
の
力
に
感
動
し
た
彼
は
杖

に
巻
き
つ
い
た
一
匹
の
蛇
を

シ
ン
ボ
ル
と
し
ま
し
た
が
、

へ
び
つ
か
い
座
に
な
っ
た
ア

ス
ク
レ
ピ
オ
ス
は
杖
を
持
っ

て
い
ま
せ
ん
。

下
界
の
身
に
必

要
で
天
空
の
神
に

不
必
要
な
も
の
。

そ
れ
は
「
医
の
倫
理
」
で
あ

り
、
転
ば
ぬ
先
の
杖
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
医
師
会
の
ロ
ゴ
は
昭

和
36
年
に
決
定
さ
れ
、
そ
の

由
来
は
「
医
学
を
象
徴
す
る
」

蛇
に
よ
っ
て
、
医
薬
に
関
係

の
深
い
乳
鉢
と
乳
棒
を
図
案

化
し
て
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。

「
医
の
倫
理
」
の
杖
が
な

く
、
な
ぜ
、
乳
棒
・
乳
鉢
な

の
か
？　

医
薬
分
業
に
つ
い

て
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
あ

り
ま
す
が
、
武
見
太
郎
元
会

長
の
意
向
が
詰
ま
っ
た
ロ
ゴ

か
ら
、
私
は
医
師
の
処
方
権

の
重
要
さ
を
再
認
識
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

�

（
禿
）

日
本
医
師
会
の
紋
章
（
ロ
ゴ
）

神
奈
川
産
業
保
健
総
合

支
援
セ
ン
タ
ー
の
活
動
事
例

（
赤
前
幸
隆
神
奈
川
産
業
保

健
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
副
所

長
）

─
の
取
り
組
み
の
紹

介
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
神
村
裕
子
常
任

理
事
の
司
会
の
下
、
「
化
学

物
質
の
自
律
的
管
理
に
お
け

る
産
業
医
に
必
要
な
知
識
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
が
行
わ
れ
た
。

安
井
省
侍
郎
厚
労
省
労
働

基
準
局
安
全
衛
生
部
化
学
物

質
対
策
課
長
は
、
「
化
学
物

質
の
自
律
的
管
理
の
基
礎
」

と
題
し
て
、
２
０
２
３
年
４

月
よ
り
一
部
施
行
さ
れ
た
新

た
な
化
学
物
質
規
制
の
内
容

に
つ
い
て
詳
述
。
今
回
施
行

さ
れ
た
13
項
目
の
他
、
２
０

２
４
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ

る
10
項
目
に
つ
い
て
説
明
す

る
と
と
も
に
、
化
学
物
質
管

理
に
関
す
る
相
談
窓
口
や
専

門
家
に
よ
る
訪
問
支
援
な
ど

も
行
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介

し
た
。

松
岡
輝
昌
厚
労
省
労
働
基

準
局
安
全
衛
生
部
労
働
衛
生

課
長
は
、
「
リ
ス
ク
ア
セ
ス

メ
ン
ト
対
象
物
健
康
診
断
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
題
し
て
、

新
し
い
化
学
物
質
管
理
に
お

け
る
健
康
管
理
の
仕
組
み
等

に
つ
い
て
概
説
。
本
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
は
、
健
康
診
断
の

要
否
の
判
断
基
準
、
検
査
項

目
の
選
定
方
法
等
が
ま
と
め

ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
そ
の

活
用
を
呼
び
掛
け
た
。

山
本
健
也
労
働
安
全
衛
生

総
合
研
究
所
化
学
物
質
情
報

管
理
研
究
セ
ン
タ
ー
化
学
物

質
情
報
管
理
部
長
は
、
「
産

業
医
が
対
応
す
べ
き
事
例
」

と
題
し
て
、
「
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
対
象
物
健
康
診
断

の
項
目
の
設
定
」
「
職
場
の

化
学
物
質
管
理
へ
の
支
援
」

な
ど
五
つ
の
事
例
に
つ
い
て

概
説
。
そ
の
上
で
、
産
業
医

の
役
割
は
、
「
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
実
務
者
」
で
は

な
く
「
自
律
的
な
管
理
」
が

で
き
る
よ
う
に
職
場
へ
助

言
・
指
導
す
る
立
場
で
あ
る

と
強
調
し
た
。

中
岡
隆
志
労
働
者
健
康
安

全
機
構
理
事
は
、
「
外
部
相

談
・
支
援
窓
口
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
、
厚
労
省
か
ら
の

要
請
を
受
け
て
、
同
機
構
で

化
学
物
質
の
自
律
的
管
理
に

関
す
る
相
談
・
支
援
を
開
始

し
た
こ
と
を
報
告
。
具
体
的

に
は
、
専
門
的
研
修
、
事
業

者
の
希
望
に
応
じ
た
個
別
訪

問
支
援
、
専
門
的
相
談
を
実

施
し
て
い
る
と
し
た
他
、
リ

ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
対
象
物

健
康
診
断
に
関
す
る
相
談
体

制
に
つ
い
て
は
、
厚
労
省
と

調
整
の
上
、
改
め
て
案
内
す

る
と
し
た
。

続
い
て
、
一
瀬
豊
日
産
業

医
科
大
学
進
路
指
導
副
部
長

か
ら
、
産
業
医
需
要
供
給
実

態
調
査
事
業
委
員
会
が
行
っ

た
産
業
医
需
要
供
給
実
態
調

査
と
、
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
改
善

調
査
小
委
員
会
が
行
っ
た
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
解
消
事
業
の
結

果
等
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ

れ
た
。

「
産
業
医
不
足
」
の
言
葉

が
指
す
意
味
の
混
在
や
産
業

医
に
関
す
る
情
報
格
差
な
ど

の
課
題
が
あ
る
他
、
地
域
や

組
織
に
よ
っ
て
解
決
す
べ
き

ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
も
異
な
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
し

て
、
現
在
、
各
地
域
や
都
道

府
県
で
ど
ん
な
取
り
組
み
を

行
え
ば
、
よ
り
効
果
的
に
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
を
解
消
で
き
る

の
か
と
い
っ
た
方
法
が
分
か

る
よ
う
な
報
告
書
を
準
備
し

て
い
る
と
述
べ
た
。

そ
の
後
、
相
澤
好
治
日
本

医
師
会
産
業
保
健
委
員
会
委

員
長
を
司
会
に
、
松
岡
厚
労

省
労
働
衛
生
課
長
、
神
村
常

任
理
事
、
中
岡
労
働
者
健
康

安
全
機
構
理
事
、
井
上
真
産

業
医
学
振
興
財
団
事
務
局
長

の
４
氏
が
、
富
山
県
医
師
会

か
ら
事
前
に
寄
せ
ら
れ
た
質

問
に
対
す
る
回
答
を
述
べ
た

他
、
都
道
府
県
医
師
会
と
の

間
で
協
議
が
行
わ
れ
た
。

単
位
シ
ー
ル
出
品
問
題
の

対
応
策
を
説
明�

�

─
神
村
常
任
理
事

神
村
常
任
理
事
は
、
富
山

県
医
師
会
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

「
産
業
医
研
修
単
位
シ
ー
ル

の
出
品
問
題
に
対
す
る
日
本

医
師
会
の
今
後
の
対
応
、
予

防
策
に
つ
い
て
」
の
質
問
に

対
し
て
、
ま
ず
、
本
件
の
問
題

が
発
生
し
た
こ
と
を
陳
謝
し

た
上
で
、
問
題
の
経
緯
を
説

明
。
再
発
防
止
策
に
つ
い
て

は
、（
１
）
番
号
等
が
入
っ
た

単
位
シ
ー
ル
を
作
成
（
記
名

整
理
番
号
用
紙
と
の
交
換
ま

た
は
、
座
席
指
定
方
式
等
）、

（
２
）
受
講
者
氏
名
が
入
っ
た

単
位
シ
ー
ル
を
作
成
、（
３
）

手
帳
に
直
接
押
印

─
の
い

ず
れ
か
の
方
法
を
行
う
よ
う

都
道
府
県
医
師
会
に
依
頼
し

て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

ま
た
、
認
定
産
業
医
の
手

引
き
の
中
に
、
認
定
取
り
消

し
に
関
す
る
記
載
を
追
記
す

る
他
、
「
今
後
は
、
研
修
会

の
予
約
や
受
講
管
理
・
単
位

管
理
が
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
進
め
て
い

く
」
と
し
て
、
引
き
続
き
の

理
解
と
協
力
を
求
め
た
。

め
、
１
９
４
８
年
に
世
界
で

初
め
て
作
成
さ
れ
た
日
本
の

母
子
健
康
手
帳
が
、
現
在
で

は
50
を
超
え
る
国
や
地
域
に

普
及
し
、
各
国
の
文
化
や
経

済
状
況
を
反
映
さ
せ
な
が
ら

使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説

明
。
わ
が
国
で
は
出
生
数
が

年
々
減
少
す
る
中
に
お
い

て
、
約
１
割
弱
は
低
出
生
体

重
児
で
あ
る
傾
向
が
続
い
て

い
る
と
し
、
低
出
生
体
重
児

の
成
長
・
発
達
記
録
に
特
化

し
た
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
の
意
義
を
強
調
し

た
。当

日
は
、
ま
ず
、
中
村
安

秀
日
本
Ｗ
Ｈ
Ｏ
協
会
理
事
長

／
大
阪
大
学
名
誉
教
授
が
、

「
歴
史
に
学
び
未
来
世
代
に

贈
る
母
子
健
康
手
帳
」
と
題

し
て
基
調
講
演
（
座
長
：
原

祐
一
日
医
総
研
副
所
長
）
を

行
い
、
自
身
が
37
年
前
に
小

児
科
医
と
し
て
参
加
し
た
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
北
ス
マ
ト
ラ
州
地
域

保
健
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

母
子
健
康
手
帳
の
必
要
性
を

痛
感
し
た
こ
と
か
ら
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
版
の
母
子
健
康
手

帳
を
作
成
し
て
広
く
用
い
ら

れ
て
い
っ
た
経
験
を
紹
介
。

日
本
に
お
い
て
は
、
新
生

児
死
亡
率
が
戦
後
一
貫
し
て

下
が
り
続
け
て
い
る
が
、
１

９
６
０
年
代
の
新
生
児
医
療

技
術
の
萌ほ

う

が芽
期
に
お
い
て
、

高
度
医
療
機
器
の
導
入
以
前

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
既
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
国
際
目
標
を
下
回

っ
て
い
た
と
し
、
そ
の
背
後

に
、乳
幼
児
死
亡
率
が
高
く
、

感
染
症
が
蔓ま

ん

延
し
て
い
た
１

９
４
８
年
に
作
ら
れ
た
母
子

健
康
手
帳
の
功
績
が
あ
る
と

し
た
。

更
に
、
そ
の
〝
発
明
〟
は

海
外
に
も
広
が
り
、
２
０
１

８
年
に
は
世
界
医
師
会
の
総

会
で
、
母
子
健
康
手
帳
に
つ

い
て
、
「
誰
一
人
取
り
残
さ

れ
な
い
よ
う
、
特
に
非
識
字

者
、
移
民
家
族
、
難
民
、
少

数
民
族
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

十
分
届
か
な
い
人
々
や
遠
隔

地
の
人
々
の
た
め
に
も
こ
の

手
帳
や
同
等
の
も
の
が
使
わ

れ
る
べ
き
で
あ
る
」
と
の
声

明
が
採
択
さ
れ
、
現
在
で
は

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
事
情
に

配
慮
し
た
母
子
健
康
手
帳
が

作
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
説

明
。
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ
て

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て

い
る
海
外
の
取
り
組
み
か
ら

も
学
び
、
今
後
の
日
本
の
母

子
健
康
手
帳
は
紙
と
デ
ジ
タ

ル
を
両
立
さ
せ
て
い
く
べ
き

と
の
見
解
を
述
べ
た
。

引
き
続
き
、
リ
ト
ル
ベ
ビ

ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い

て
、
支
援
者
・
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の

医
師
・
行
政
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
の
講
演
と
討
論
〔
座

長
：
澤
倫
太
郎
日
医
総
研
主

席
研
究
員
（
当
時
）〕
が
行

わ
れ
た
。

板
東
あ
け
み
国
際
母
子
手

帳
委
員
会
事
務
局
長
は
、「
体

重
は
１
キ
ロ
以
上
、
身
長
は

40
セ
ン
チ
以
上
し
か
目
盛
り

の
な
い
現
行
の
母
子
健
康
手

帳
は
、
強
い
自
責
の
念
を
感

じ
る
こ
と
の
多
い
低
出
生
体

重
児
の
家
族
を
傷
つ
け
る
も

の
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
。
当

事
者
の
声
を
踏
ま
え
、
標
準

と
比
べ
ず
、
わ
が
子
の
小
さ

な
変
化
を
見
つ
け
る
ま
な
ざ

し
を
養
う
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
の
開
発
や
、
全

国
各
地
で
の
当
事
者
サ
ー
ク

ル
の
立
ち
上
げ
・
運
営
に
協

力
し
て
き
た
こ
と
を
概
説
し

た
。吉

田
忍
近
江
八
幡
市
立
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
主

任
部
長
は
、
滋
賀
県
の
リ
ト

ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

は
、「
情
報
提
供
」「
家
族
記

入
」
「
医
療
従
事
者
記
入
」

の
ペ
ー
ジ
を
色
分
け
し
て
お

り
、
他
院
受
診
時
や
救
急
外

来
受
診
時
な
ど
に
お
い
て
、

医
師
が
迅
速
に
状
態
を
把
握

で
き
る
有
効
な
ツ
ー
ル
に
も

な
っ
て
い
る
と
強
調
。
特
に

救
急
で
は
、
人
口
呼
吸
器
の

設
定
、
吸
引
の
頻
度
や
程
度
、

胃
管
チ
ュ
ー
ブ
の
サ
イ
ズ
と

留
置
の
距
離
な
ど
の
情
報
が

役
立
つ
と
し
た
。

Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
参
加
し
た
鳥
取

県
子
ど
も
家
庭
部
家
庭
支
援

課
の
田
村
翔
係
長
と
城
市
祐

理
保
健
師
は
、
小
児
医
療
費

の
助
成
や
保
育
料
等
の
無
償

化
、
産
後
ケ
ア
利
用
料
の
無

償
化
な
ど
、
積
極
的
な
子
育

て
政
策
を
進
め
る
中
で
、
県

か
ら
患
者
家
族
会
に
働
き
掛

け
、
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
を
共
同
作
成
し
た
こ

と
を
報
告
。
発
達
の
遅
れ
や

入
院
中
の
様
子
な
ど
、
個
人

差
を
考
慮
し
た
記
録
が
で
き

る
様
式
と
し
た
他
、
各
ペ
ー

ジ
に
は
先
輩
保
護
者
の
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
多
数
掲
載
し

て
い
る
と
し
た
。

討
論
で
は
、
静
岡
県
か
ら

始
ま
っ
た
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
の
取
り
組
み
が

40
都
道
府
県
に
ま
で
広
が
っ

て
い
る
背
景
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

通
じ
た
当
事
者
か
ら
の
要
望

が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
取
り

上
げ
ら
れ
、
濵
口
欣
也
常
任

理
事
は
、
孤
独
を
感
じ
や
す

い
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
と
そ
の
家

族
を
社
会
全
体
で
支
え
て
い

く
重
要
性
を
強
調
す
る
と
と

も
に
、
「
地
域
で
生
ま
れ
た

子
ど
も
が
誰
一
人
取
り
残
さ

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と

い
う
観
点
で
作
ら
れ
る
リ
ト

ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

は
、
地
縁
の
再
構
築
の
き
っ

か
け
に
な
り
得
る
も
の
だ
」

と
総
括
し
た
。

日
医
総
研
「
母
子
健
康
手

帳
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
10
月
26

日
、
日
本
医
師
会
館
小
講
堂

で
開
催
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信

さ
れ
た
。

同
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、「
母

子
健
康
手
帳
の
サ
ブ
テ
キ
ス

ト
（
Ｌ
Ｂ
Ｈ
）
の
現
状
と
展

望
～
だ
れ
ひ
と
り
取
り
残
さ

な
い
リ
ト
ル
ベ
ビ
ー
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
～
」
を
テ
ー
マ
に
、

母
子
健
康
手
帳
の
歴
史
的
な

経
緯
を
振
り
返
る
と
と
も

に
、
通
常
の
母
子
健
康
手
帳

で
は
記
載
が
難
し
い
低
出
生

体
重
児
の
た
め
の
リ
ト
ル
ベ

ビ
ー
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
Ｌ
Ｂ

Ｈ
）
の
取
り
組
み
の
現
状
と

展
望
に
つ
い
て
議
論
し
た
。

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
松
本
吉
郎
会
長
は
、
母
子

の
健
康
と
福
祉
を
守
る
た

→ 日
　

本
　

医
　

師
　

会

ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン

総
務
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
１
／
03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
７
・
人
事
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
３
・
施
設
課 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
２
７
・
国
際
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
９
・
医
療
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
０
・
介
護
保
険
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
１
・
広
報
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
３
・
情
報
シ
ス
テ
ム
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
５

（
会
員
情
報
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
２
／
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
０
５
０
）・
地
域
医
療
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
７
・
医
療
技
術
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
８
・
日
本
准
看
護
師
推
進
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
７
６
・
医
事
法
・
医
療
安
全
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
４
／
03
―
３
９
４
２
―
６
５
０
６
・
医
賠
責
対
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
６

経
理
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
６
・
医
業
経
営
支
援
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
９
・
年
金
福
祉
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
７
・
生
涯
教
育
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
９
・
編
集
企
画
室 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
８
８
・
日
本
医
学
会 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
４
０
・
総
合
医
療
政
策
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
４
・
健
康
医
療
第
一
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
３
８

健
康
医
療
第
二
課 

03
―
３
９
４
２
―
８
１
８
１
・
健
康
医
療
第
三
課 

03
―
３
９
４
２
―
６
１
５
０
・
医
学
図
書
館 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
９
２
・
女
性
医
師
支
援
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
４
７
０
／
女
性
医
師
バ
ン
ク 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
２
・
日
医
総
研 

03
―
３
９
４
２
―
７
２
１
５
（
日
本
医
師
連
盟 

03
―
３
９
４
７
―
７
８
１
５
・
防
災
セ
ン
タ
ー 

03
―
３
９
４
２
―
６
５
１
６
）
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第
29
回
日
本
臨
床
分
科
医

会
代
表
者
会
議
が
10
月
26

日
、
都
内
で
開
催
さ
れ
、
日

本
医
師
会
か
ら
釜

敏
常
任

理
事
が
出
席
し
、
菅
原
正
弘

日
本
臨
床
内
科
医
会
長
を
始

め
、
出
席
し
た
各
会
の
代
表

者
ら
と
意
見
を
交
わ
し
た
。

日
本
医
師
会
で
は
、
医
療

を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
つ
い
て
共
に
考
え
、

共
に
協
力
し
て
対
応
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
本
会
議
を
毎
年

度
２
回
開
催
し
て
い
る

が
、
今
回
が
今
年
度
一

回
目
の
会
議
と
な
っ
た
。

冒
頭
、
あ
い
さ
つ
し

た
釜

常
任
理
事
は
、

（
１
）
日
本
専
門
医
機

構
に
お
け
る
専
門
医
の

あ
り
方
、
（
２
）
Ｈ
Ｐ

Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
キ
ャ
ッ

チ
ア
ッ
プ
接
種
の
推
進

─
に
つ
い
て
言
及
。
（
１
）

で
は
、
こ
れ
ま
で
各
学
会
が

担
っ
て
き
た
役
割
へ
の
評
価

が
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い

と
の
認
識
を
示
し
、
日
本
専

門
医
機
構
の
理
事
と
し
て
、

専
門
医
認
定
の
進
め
方
を
注

視
し
て
い
く
意
向
を
示
し

た
。ま

た
、
（
２
）
で
は
、
診

療
科
を
問
わ
ず
、
期
間
中
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
進
め
て
い

く
こ
と
の
意
義
を
強
調
し
た

上
で
、
「
日
本
産
婦
人
科
医

会
を
始
め
と
す
る
各
会
の
取

り
組
み
に
よ
り
、
か
な
り
の

進
展
を
見
せ
て
い
る
も
の

の
、
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
期
間

の
周
知
が
ま
だ
十
分
と
は
言

え
な
い
」
と
し
て
、
引
き
続

き
の
協
力
を
求
め
た
。

そ
の
他
、
今
後
の
医
師
養

成
数
に
つ
い
て
は
「
極
め
て

重
要
な
問
題
で
あ
る
が
、
厚

生
労
働
省
の
『
医
師
需
給
分

科
会
』
に
お
け
る
議
論
が
滞

っ
て
い
る
上
に
、
地
域
枠
を

中
心
と
し
た
臨
時
の
定
員
増

の
名
の
下
、
今
後
の
人
口
動

態
に
見
合
わ
な
い
数
の
医
師

が
養
成
さ
れ
て
い
る
」
と
し

て
、
若
年
人
口
が
減
少
す
る

中
で
、
各
会
の
協
力
の
下
、

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
も

第29回 日本臨床分科医会代表者会議

各医会の取り組み発表を基に議論

対
応
し
て
い
く
考
え
を
示
し

た
。

13
医
会
か
ら
取
り
組
み

の
発
表

続
い
て
、13
の
医
会
か
ら
、

各
会
で
注
力
し
て
い
る
こ
と

や
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

等
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
発

言
が
な
さ
れ
た
。

白
根
雅
子
日
本
眼
科
医
会

長
は
、
緑
内
障
に
主
眼
を
置

い
た
眼
科
検
診
の
啓
発
や
、

コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
増
加
し
た

子
ど
も
の
ス
ク
リ
ー
ン
タ
イ

ム
の
増
加
や
近
視
に
関
す
る

問
題
に
つ
い
て
言
及
し
た
。

万
代
恭
嗣
日
本
臨
床
外
科

学
会
長
は
、
若
手
医
師
の
外

科
手
術
の
技
術
向
上
を
支
援

す
る
た
め
、
長
年
に
わ
た
り

国
内
外
科
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
な
ど

を
紹
介
し
た
。

石
渡
勇
日
本
産
婦
人
科
医

会
長
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
起

き
る
か
分
か
ら
ず
、
要
す
る

時
間
の
個
人
差
も
大
き
い
と

い
う
分
娩
の
特
徴
を
指
摘
し

た
上
で
、
年
々
分
娩
件
数
が

減
少
し
て
い
る
こ
と
や
、
分

娩
の
無
料
化
を
目
指
し
た
保

険
化
に
係
る
議
論
に
触
れ
、

ク
リ
ア
す
べ
き
課
題
は
多
い

と
し
た
。

福
與
和
正
日
本
臨
床
耳
鼻

咽
喉
科
医
会
長
は
、
会
員
の

老
齢
化
や
勤
務
医
の
処
遇
改

善
、
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
の

他
、
認
知
症
予
防
に
は
難
聴

及
び
軽
度
嚥え

ん

げ下
障
害
へ
の
早

期
対
応
が
効
果
的
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

伊
藤
隆
一
日
本
小
児
科
医

会
長
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、

子
ど
も
の
自
殺
や
不
登
校
と

い
っ
た
重
大
問
題
が
増
加
傾

向
に
あ
る
こ
と
を
問
題
視
す

る
と
と
も
に
、
小
児
科
に
お

い
て
も
医
薬
品
不
足
が
深
刻

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ

と
な
ど
を
報
告
し
た
。

奥
村
栄
次
郎
日
本
臨
床
整

形
外
科
学
会
副
理
事
長
は
、

全
世
代
に
お
け
る
運
動
器
障

害
対
策
を
重
要
視
し
て
い
る

こ
と
を
説
明
。
特
に
高
齢
者

に
お
い
て
は
、
運
動
機
能
の

低
下
は
介
護
状
態
に
つ
な
が

る
こ
と
が
多
く
、
注
意
が
必

要
と
の
考
え
を
示
し
た
。

三
木
和
平
日
本
精
神
神
経

科
診
療
所
協
会
長
は
、
来
年

に
設
立
50
周
年
を
迎
え
る
に

当
た
り
、
「
日
本
外
来
精
神

医
学
会
」
を
設
立
し
、
厚
労

省
に
よ
る
と
６
０
０
万
人
と

言
わ
れ
る
国
内
の
精
神
科
患

者
や
、
30
万
人
の
入
院
患
者

へ
の
対
応
を
進
め
て
い
る
こ

と
を
説
明
。
そ
の
他
、
コ
ロ

ナ
禍
を
経
て
、
特
に
女
性
と

若
年
者
層
に
お
い
て
自
殺
者

が
増
加
に
転
じ
た
こ
と
を

憂ゆ
う
り
ょ慮
し
た
。

嘉
山
孝
正
日
本
臨
床
脳
神

経
外
科
協
会
理
事
長
は
、
25

年
前
の
創
設
以
来
、
脳
神
経

外
科
医
の
生
涯
教
育
、
地
域

連
携
の
構
築
、
医
学
政
策
の

提
言
な
ど
に
努
め
て
き
た
こ

と
や
、
デ
フ
レ
下
に
お
い
て

実
質
据
え
置
か
れ
て
き
た
診

療
報
酬
に
つ
い
て
、
物
価
高

騰
を
反
映
し
た
引
き
上
げ
が

必
要
と
の
認
識
を
示
し
た
。

清
原
久
和
日
本
臨
床
泌
尿

器
科
医
会
長
は
、
昨
今
の
医

薬
品
問
題
に
言
及
。
「
あ
る

程
度
の
薬
価
を
付
け
な
け
れ

ば
薬
が
無
く
な
る
」
と
問
題

視
す
る
と
と
も
に
、
尿
道
カ

テ
ー
テ
ル
で
逆
ざ
や
が
起
き

て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

江
藤
隆
史
日
本
臨
床
皮
膚

科
医
会
長
は
、
11
月
12
日
を

「
皮
膚
の
日
」
と
定
め
、
皮
膚

科
の
啓
発
活
動
、
特
に
高
齢

者
の
帯
状
疱
疹
の
周
知
に
注

力
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
。

そ
の
他
、
皮
膚
科
医
で
あ
る

松
本
吉
郎
会
長
と
対
談
を
行

っ
た
こ
と
に
触
れ
、
若
い
開

業
医
に
よ
る
在
宅
医
療
、
学

校
保
健
等
地
域
医
療
へ
の
関

わ
り
が
重
要
と
の
認
識
で
一

致
し
た
こ
と
を
紹
介
し
た
。

山
田
惠
日
本
放
射
線
科
専

門
医
会
・
医
会
理
事
長
は
、

世
界
的
な
傾
向
で
あ
る
放
射

線
科
の
医
師
不
足
に
つ
い
て

説
明
し
た
他
、
１
９
５
０
年

代
に
広
く
推
奨
さ
れ
た
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
時
の
性
腺
防
護

処
置
に
つ
い
て
、
Ｘ
線
装
置

の
進
歩
に
よ
り
有
用
で
は
な

く
な
っ
て
い
る
こ
と
に
関
し

て
医
療
従
事
者
、
患
者
双
方

に
周
知
・
啓
発
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
の
考
え
を
示
し

た
。武

田
純
三
日
本
麻
酔
科
医

会
連
合
代
表
理
事
は
、
宿
日

直
・
当
直
に
係
る
医
師
の
働

き
方
改
革
へ
の
対
応
や
、
専

門
医
制
度
に
お
け
る
シ
ー
リ

ン
グ
の
問
題
に
つ
い
て
、
関

係
省
庁
と
話
し
合
い
を
進
め

て
い
る
こ
と
の
他
、
「
歯
科

医
師
の
医
科
麻
酔
科
研
修
受

け
入
れ
」
の
経
緯
な
ど
に
つ

い
て
も
説
明
し
た
。

菅
原
日
臨
内
会
長
は
、
月

例
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
セ
ミ
ナ
ー
や
臨

床
研
究
、
産
業
医
向
け
座
談

会
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
こ

と
を
紹
介
。
そ
の
他
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

５
類
移
行
後
の
患
者
対
応

や
、
在
宅
医
療
及
び
介
護
が

今
後
の
大
き
な
課
題
と
の
認

識
を
示
し
た
。

総
括
を
行
っ
た
菅
原
会
長

は
、
総
じ
て
医
薬
品
不
足
が

医
療
界
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
や
、
医
師

の
地
域
偏
在
及
び
診
療
科
の

偏
り
の
問
題
に
触
れ
る
と
と

も
に
、
特
に
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ

ン
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

に
つ
い
て
の
問
題
意
識
を
強

調
。通
院
し
て
い
る
祖
父
母
、

父
母
か
ら
接
種
を
勧
め
て
も

ら
う
内
容
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

を
日
臨
内
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る

の
で
、
他
科
の
医
師
か
ら
も

診
療
時
に
患
者
に
手
渡
し
て

貰
う
よ
う
呼
び
掛
け
た
。
更

に
、
子
宮
頸
が
ん
に
罹り

か

ん患
す

る
患
者
の
多
く
は
ワ
ク
チ
ン

未
接
種
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、一
命
は
取
り
留
め
て
も
、

妊
孕よ

う

性
に
影
響
を
与
え
る
子

宮
頸
が
ん
を
撲
滅
す
る
必
要

性
が
あ
る
と
し
て
、
そ
の
対

応
の
強
化
に
努
め
る
必
要
性

を
訴
え
た
。

フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ

ン
ト
で
追
い
つ
め
る！

リ
ウ
マ
チ
・
膠
原
病
診

療
マ
ス
ト
＆
ベ
ス
ト

藤
田
芳
郎　
　
　

岸
本
暢
將　

監
修

滝
澤
直
歩　
　
　

志
水
英
明　

編
著

臨
床
の
現
場
に
お
い
て
、

病
歴
聴
取
や
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア

セ
ス
メ
ン
ト
は
大
変
重
要
な

も
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
こ
の
病
歴
聴
取

や
フ
ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン

ト
か
ら
、
「
リ
ウ
マ
チ
・
膠

原
病
を
疑
う
」「
リ
ウ
マ
チ
・

膠
原
病
を
診
断
す
る
」
の
二

つ
を
掲
げ
、
診
断
・
治
療
に

つ
な
げ
る
道
筋
を
立
て
た
内

容
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
リ
ウ
マ
チ
・
膠
原

病
と
親
和
性
の
高
い
腎
臓
内

科
に
関
す
る
内
容
も
盛
り
込

む
な
ど
、
読
み
や
す
い
工
夫

も
な
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
病
歴
聴
取
や
フ

ィ
ジ
カ
ル
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を

し
っ
か
り
行
っ
た
上
で
、
リ

ウ
マ
チ
・
膠
原
病
疾
患
の
疑

い
の
あ
る
患
者
を
ス
ム
ー
ズ

に
診
断
に
ま
で
進
め
ら
れ
る

ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
法
な
ど
、

す
ぐ
に
使
え
る
知
識
も
ち
り

ば
め
ら
れ
て
お
り
、
リ
ウ
マ

チ
・
膠
原
病
疾
患
に
苦
手
意

識
の
あ
る
若
手
医
師
や
非
専

門
医
に
も
お
薦
め
し
た
い
一

冊
で
あ
る
。

定
価　

８
８
０
０
円
（
税
込
）

発
行　

診
断
と
治
療
社

最
新
主
要
文
献
で
み
る

眼
科
学
レ
ビ
ュ
ー

2023- ’24

大
鹿
哲
郎　

監
修

本
書
は
好
評
書
籍
の
改
訂

版
で
あ
る
。
眼
科
領
域
の
第

一
線
で
活
躍
す
る
医
師
を
執

筆
者
と
し
、
国
内
外
の
優
れ

た
最
新
の
文
献
の
注
目
す
べ

き
点
や
印
象
等
が
執
筆
者
の

意
見
を
交
え
て
整
理
さ
れ
て

い
る
。

「
前
眼
部
」「
緑
内
障
」「
白

内
障
」「
ぶ
ど
う
膜
」「
網
膜
」

「
神
経
眼
科
」「
外
傷
・
眼
窩
・

腫
瘍
・
涙
道
」
な
ど
に
関
す

る
50
編
の
レ
ビ
ュ
ー
を
収

録
。
主
に
直
近
２
年
間
を
中

心
と
し
た
最
新
の
文
献
が
、

１
１
１
６
編
に
及
び
渉

し
ょ
う
り
ょ
う

猟
さ

れ
て
い
る
。

ま
た
、
各
レ
ビ
ュ
ー
の
冒

頭
に
は
、
「
最
近
の
動
向
」

と
し
て
ポ
イ
ン
ト
が
ま
と
め

ら
れ
て
お
り
、
最
新
の
研
究

成
果
や
動
向
を
す
ば
や
く
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

近
年
、
眼
科
領
域
に
お
い

て
も
細
分
化
が
進
ん
で
お

り
、
自
ら
の
専
門
領
域
以
外

の
知
識
を
常
に
最
新
化
す
る

こ
と
は
困
難
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
本
書
は
、
眼
科
領
域

全
般
の
最
前
線
の
研
究
を
概

観
し
、
知
識
を
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
す
る
上
で
も
大
変
役
立
つ

一
冊
と
言
え
る
。

定
価　

１
３
２
０
０
円
（
税

込
）

発
行　

総
合
医
学
社
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◆
主
催
：
日
本
医
師
会
（
令

和
５
年
度
厚
生
労
働
省
死
体

検
案
講
習
会
事
業
）

◆
受
講
対
象
者
：
医
師
（
会

員
・
非
会
員
を
問
わ
ず
）

◆
定
員
：
１
０
０
０
名

◆
研
修
方
法
：e-learning

形
式
。
あ
ら
か
じ
め
撮
影
し

た
講
義
動
画
を
、
受
講
者
専

用
サ
イ
ト
に
て
期
間
内
に
視

聴
、
講
義
ご
と
に
確
認
テ
ス

ト
を
実
施
し
ま
す
。

令
和
５
年
度死

体
検
案
研
修
会
（
基
礎
）

日医君グッズに
新たにマスコットボールペンが登場

　日本医師会では公式キャラクターである「日医君」のグッズとして、
新たにマスコットボールペン（別掲）を作成し、11月からその販売を
開始しています。
　ボールペンのボディーカラーは青と赤の2種類（インクはどちらも
黒一色）。胸のポケットに差すと見えるように、その先端には小さい日
医君のマスコットが付けられており、値段は2本セットで960円（税
込）での販売となります（単体購入は不可）。
　また、今回、これまで販売していたクリアファイルもデザインをリ
ニューアルし、別掲の2種類を作成しました。どちらも可愛らしいデザ
インとなっており、2枚セット（同色2枚、1枚ずつ違う色も可）で250
円（税込）で販売しています（こちらも単体購入は不可）。
　日医君のぬいぐるみ（大、キーホルダー）や
付箋、QUOカードについても継続して販売し
ていますので、ぜひ、日常使いやプレゼントな
どにご活用下さい。
　購入方法等の詳細は、日本医師会ホームペー
ジの「日医君公式グッズ販売中！ 」をご参照願
います。

検 索詳しくは 日医君グッズ
https://www.med.or.jp/people/info/people_info/008936.html

日本医師会ホームページ
「日医君（にちいくん）」グッズ販売中！

ふせん

◆
申
込
受
付
期
間
：
11
月
27

日
（
月
）
午
前
11
時
～
12
月

８
日
（
金
）
午
前
11
時
。
た

だ
し
、
定
員
に
達
し
次
第
締

め
切
り
と
な
り
ま
す
（
先
着

順
）
。

◆
受
講
料
：
無
料

◆
申
込
方
法
：
日
本
医
師
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
医
療
安

全
・
死
因
究
明
」
コ
ー
ナ
ー

（http://www.med.or.jp/

doctor/anzen_siin/

）
に

掲
載
さ
れ
て
い
る
本
研
修
会

の
ご
案
内
か
ら
申
し
込
み
願

い
ま
す
。

◆
視
聴
可
能
期
間
：
12
月
13

日
（
水
）
午
前
11
時
～
令
和

６
年
３
月
13
日
（
水
）
午
後

３
時
ま
で

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・
「
死
体
検
案
に
係
る
法
令

の
概
説
、
死
体
検
案
書
の
作

成
に
つ
い
て
」
（
厚
労
省
医

政
局
医
事
課
死
因
究
明
等
企

画
調
査
室
）

・
「
警
察
の
検
視
、
調
査
の

視
点
か
ら
」
（
半
澤
俊
郎
神

奈
川
県
警
察
本
部
刑
事
部
捜

査
一
課
検
視
室
警
視
）

・
「
死
体
検
案 

総
説
」
（
佐

藤
貴
子
大
阪
医
科
薬
科
大
学

医
学
部
法
医
学
教
室
教
授
）

・
「
死
体
検
案
の
実
際
」
（
大

木
實
福
岡
市
医
師
会
副
会
長
）

・
「
救
急
に
お
け
る
死
体
検

案
」
（
横
田
裕
行
日
本
体
育

大
学
大
学
院
保
健
医
療
学
研

究
科
長
）

・
「
在
宅
死
と
死
体
検
案
」

（
福
永
龍
繁
科
学
警
察
研
究

所
長
）

・
「
死
体
検
案
に
お
け
る
死

亡
時
画
像
診
断
（
Ai
）
の
活

用
」
（
山
本
正
二
オ
ー
ト
プ

シ
ー
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
学
会
理

事
長
）

※
全
て
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を

受
講
し
、
修
了
要
件
を
満
た

し
た
と
判
定
さ
れ
た
受
講
者

に
は
「
修
了
証
」
を
発
行
し

ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
日
本
医

師
会
医
事
法
・
医
療
安
全
課

03
─

３
９
４
２
─

６
４
８
４

（
直
）

◆
主
催
：
日
本
医
師
会
、
米

穀
安
定
供
給
確
保
支
援
機
構

◆
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
期

間
：
12
月
１
日
（
金
）
午
前

10
時
～
令
和
６
年
２
月
28
日

（
水
）
午
後
11
時
59
分

※
視
聴
に
は
事
前
申
込
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
配
信
期
間

中
は
い
つ
で
も
お
申
し
込
み

で
き
ま
す
。

◆
視
聴
登
録
受
付
期
間
：
令

和
６
年
２
月
28
日
（
水
）
配

信
終
了
ま
で

◆
参
加
費
：
無
料

◆
聴
講
方
法
：

米
穀
安
定
供
給
確
保
支
援

機

構

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

（https://www.komenet.

jp/

）
を
ご
参
照
の
上
、
Ｗ

Ｅ
Ｂ
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み

願
い
ま
す
。

◆
プ
ロ
グ
ラ
ム
：

・「
胎
児
期
か
ら
始
ま
る
小

児
・
思
春
期
の
健
康
課
題
」

（
堀
川
玲
子
国
立
成
育
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
内
分
泌
・
代

「
食
育
健
康
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
３
」

Ｗ
Ｅ
Ｂ
配
信

謝
科
診
療
部
長
）

・「
こ
ど
も
の
生
活
習
慣
病

と
食
の
重
要
性
」
（
原
光
彦

和
洋
女
子
大
学
家
政
学
部
健

康
栄
養
学
科
教
授
／
都
立
広

尾
病
院
小
児
科
）

・「
若
い
女
性
の
や
せ
と
健

康
リ
ス
ク
」
（
田
村
好
史
順

天
堂
大
学
国
際
教
養
学
部
グ

ロ
ー
バ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス

領
域
教
授
／
順
天
堂
大
学
大

学
院
医
学
研
究
科
代
謝
内
分

泌
内
科
学
准
教
授
）

・「
将
来
の
健
康
を
見
据
え

た
栄
養
と
食
事
」
（
中
村
丁

次
日
本
栄
養
士
会
代
表
理
事

会
長
）

・「
サ
ミ
ッ
ト
ま
と
め
」（
寺

本
民
生
帝
京
大
学
臨
床
研
究

セ
ン
タ
ー
長
／
寺
本
内
科
・

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
科
院

長
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
：
「
食
育

健
康
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
３
」

事
務
局（

shokuiku2023@

big-wave.tokyo

）

　会員の先生方や医師会職員、そのご家族であれ
ば、本年12月31日までキッザニア東京・甲子園・
福岡で入場料の割引が受けられる「キッザニア特別
優待券」を差し上げています。詳細は、日本医師会
ホームページのメンバーズルーム（医師会活動＞
会員のみなさまへ＞お知らせ）をご参照願います。
　また、この機会にキッザニアへ行かれた方はぜひ、
ご意見・ご感想（例：来年度にもし日本医師会が出
展した場合に実施して欲しい体験内容など）等を、
日本医師会広報課宛てにお寄せ頂ければ幸いです。

問い合わせ・送り先：
日本医師会広報課　 kouhou@po.med.or.jp

「キッザニア特別優待券」を
プレゼント！！
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令和5年度全国医師会勤務医部会連絡協議会

「2024年、変わる勤務医、
    輝く勤務医」をメインテーマに
                                    開催

青森県医師会常任理事 樋口　毅

令
和
５
年
度
全
国
医
師
会

勤
務
医
部
会
連
絡
協
議
会
が

10
月
７
日
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ

を
「
２
０
２
４
年
、
変
わ
る

勤
務
医
、
輝
く
勤
務
医
」
と

し
て
青
森
市
で
開
催
さ
れ
、

活
発
な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。

冒
頭
の
あ
い
さ
つ
で
、
松

本
吉
郎
会
長
は
「
医
師
少
数

県
の
工
夫
と
苦
悩
を
共
有

し
、
日
本
医
師
会
の
施
策
に

も
反
映
さ
せ
た
い
」
と
の
考

え
を
表
明
。
ま
た
、
高
木
伸

也
青
森
県
医
師
会
長
は
「
新

医
療
計
画
、
働
き
方
改
革
の

施
行
が
半
年
後
に
迫
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
の
相
互
理

解
、
協
調
が
必
要
に
な
っ
て

い
る
」
と
指
摘
し
た
。

特
別
講
演
Ⅰ
「
安
全
・
安

心
な
医
療
の
実
践
に
向
け

て
」松

本
会
長
は
、
最
近
の
医

療
事
故
・
医
事
紛
争
の
傾
向

と
日
本
医
師
会
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
。「
安

全
・
安
心
な
医
療
提

供
に
は
、
患
者
と
の

間

の

信

頼

関

係

醸
じ
ょ
う
せ
い成
が
必
須
で
あ

る
。
ま
た
、
信
頼
関

係
に
根
差
し
た
医
療

の
実
現
に
は
、
医
療

提
供
者
の
義
務
と
同

様
に
、
受
療
側
に
も

節
度
あ
る
行
動
が
求

め
ら
れ
る
」
と
し
、

医
療
環
境
が
変
化
す

る
中
で
、
安
全
・
安

心
の
確
保
、
患
者
と

の
信
頼
関
係
の
構
築

は
、
医
療
人
の
普
遍
的
価
値

で
あ
る
と
強
調
し
た
。

特
別
講
演
Ⅱ
「
健
康
・
医

療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
可
能

性
：
岩
木
健
康
増
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
中
心
と
し
た

青
森
県
で
の
取
り
組
み
」

中
路
重
之
青
森
県
医
師
会

副
会
長
／
弘
前
大
学
学
長
特

別
補
佐
は
、
「
平
均
寿
命
は

社
会
の
充
実
度
、
幸
福
度
を

表
す
指
標
で
、
単
な
る
寿
命

の
長
短
で
は
な
い
。
日
本
一

の
短
命
県
返
上
は
、
よ
り
良

い
社
会
を
つ
く
る
意
味
で
も

重
大
で
あ
る
」
と
し
た
上
で
、

そ
の
解
決
の
た
め
に
は
産
官

学
民
の
連
携
が
必
要
で
、
弘

前
大
学
で
は
一
人
３
０
０
０

項
目
超
の
住
民
リ
ア
ル
デ
ー

タ
を
経
時
的
に
蓄
積
、
解
析

し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

ま
た
、
並
行
し
て
、
青
森
県

医
師
会
附
属
健
や
か
力
推
進

セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
康
チ
ェ

ッ
ク
を
行
い
、
そ
の
場
で
各

自
に
啓
発
す
る
〝
Ｑ
Ｏ
Ｌ
健

診
〟
を
実
施
し
て
い
る
こ
と

を
紹
介
。
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

は
将
来
有
効
な
Ｐ
Ｈ
Ｒ
と
な

る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と

し
て
、
そ
の
活
用
に
向
け
た

今
後
の
展
望
に
も
言
及
し
た
。

日
本
医
師
会
勤
務
医
委
員

会
報
告
「
〜
勤
務
医
の
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
を
通
し

た
医
師
会
組
織
強
化
〜
」

渡
辺
憲
日
本
医
師
会
勤
務

医
委
員
会
委
員
長
は
、
今
期

の
委
員
会
の
論
点
と
し
て
、

（
１
）
医
師
会
は
勤
務
医
を

守
る
組
織
と
い
う
啓
発
、

（
２
）
若
手
勤
務
医
の
医
師

会
活
動
参
画
へ
の
支
援
、

（
３
）
医
師
会
理
事
会
・
委

員
会
等
へ
の
勤
務
医
の
参
画

推
進
、
（
４
）
研
修
・
キ
ャ

リ
ア
形
成
へ
の
医
師
会
の
積

極
的
関
与
、
（
５
）
働
き
方

改
革
へ
の
医
師
会
支
援
、

（
６
）
全
国
８
医
師
会
ブ
ロ

ッ
ク
の
勤
務
医
部
会
・
委
員

会
の
設
置
動
向

─
な
ど
を

挙
げ
、
勤
務
医
の
医
師
会
活

動
参
画
の
充
実
が
組
織
強
化

の
鍵
に
な
る
と
強
調
し
た
。

そ
の
後
、
次
期
担
当
県
で

あ
る
福
岡
県
医
師
会
の
蓮
澤

浩
明
会
長
か
ら
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
次
期
開
催
へ
の
意
気

込
み
が
示
さ
れ
た
。

特
別
講
演
Ⅲ
「
縄
文
と
生

き
る
─
縄
文
遺
跡
群
の
魅

力
と
価
値
─
」

岡
田
康
博
三さ

ん
な
い
ま
る
や
ま

内
丸
山
遺
跡

セ
ン
タ
ー
所
長
は
、
世
界
遺

産
の
「
北
海
道
・
北
東
北
の

縄

文

遺

跡

群

（Jomon 

Prehistoric 
sites 

in 

Northern 
Japan

）
」
に
つ

い
て
紹
介
。
「
こ
の
時
代
は

日
本
の
歴
史
の
大
半
を
占

め
、
現
代
生
活
や
文
化
の
基

層
と
も
言
え
る
。
過
去
を
知

り
、
現
在
を
見
つ
め
、
未
来

を
思
え
る
こ
と
が
縄
文
遺
跡

群
の
大
き
な
魅
力
で
あ
り
、

価
値
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ
「
第
８

次
医
療
計
画
、
５
疾
病
６

事
業
に
つ
い
て
」

今
明
秀
青
森
県
医
師
会
勤

務
医
部
会
部
会
長
／
八
戸
市

立
市
民
病
院
事
業
管
理
者

は
、
「
医
療
の
原
点
は
救
急

に
あ
り
」
と
題
し
て
、
「
救

急
と
災
害
は
、
個
々
の
医
療

施
設
の
努
力
で
は
解
決
不
可

能
で
あ
り
、
政
府
主
導
に
よ

り
指
標
を
明
確
に
し
、
医
療

機
関
の
連
携
（
役
割
の
明
確

化
）
と
機
能
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
が
必
須
で
あ
る
」
と
指
摘

す
る
と
と
も
に
、
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー
の
普

及
と
整
備
、
新
興
感
染
症
蔓ま

ん

延
時
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
、
Ｄ
Ｐ
Ａ

Ｔ
の
活
動
等
を
紹
介
し
た
。

大
西
基
喜
青
森
県
感
染
症

対
策
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
／

青
森
県
立
保
健
大
学
特
任
教

授
は
、
「
新
興
・
再
興
感
染

症
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
青

森
県
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
振

り
返
り
、
「
入
院
内
外
の
療

養
環
境
は
何
と
か
整
備
で
き

た
が
、
後
方
医
療
機
関
の
不

足
、
通
常
・
救
急
医
療
の
圧

迫
な
ど
課
題
も
多
い
」
と
し
、

そ
の
解
決
の
た
め
に
は
感
染

症
モ
デ
ル
を
織
り
込
ん
だ
外

来
や
感
染
症
病
床
の
概
念
の

整
理
が
必
要
と
述
べ
た
。

松
岡
史
彦
六
ヶ
所
村
医
療

セ
ン
タ
ー
セ
ン
タ
ー
長
は
、

「
へ
き
地
医
療
の
〝
未
来
の

形
〟
」
と
し
て
地
域
医
療
支

援
セ
ン
タ
ー
の
シ
ス
テ
ム
、

巡
回
診
療
な
ど
の
現
状
に
触

れ
、
今
後
発
展
さ
せ
る
べ
き

Ｉ
Ｃ
Ｔ
登
載
巡
回
診
療
車
両

や
遠
隔
画
像
相
談
シ
ス
テ

ム
、
ま
た
業
務
移
管
と
し
て

特
定
ケ
ア
看
護
師
、
診
療
看

護
師
育
成
の
必
要
性
を
強
調

し
た
。

斎
藤
博
青
森
県
立
中
央
病

院
医
療
顧
問
／
青
森
県
が
ん

検
診
管
理
指
導
監
は
、
「
が

ん
対
策
」
と
題
し
て
、
科
学

的
根
拠
に
基
づ
く
が
ん
検
診

施
行
の
重
要
性
、〝
発
見
率
〟

を
〝
有
効
性
の
指
標
〟
と
考

え
る
誤
解
に
つ
い
て
説
明
。

弘
前
大
学
と
共
に
県
に
提
言

し
、
正
し
い
有
効
性
評
価
に

よ
る
検
診
ア
セ
ス
メ
ン
ト
、

精
度
管
理
と
受
診
率
向
上
を

意
図
し
た
国
際
標
準
の
が
ん

検
診
へ
の
転
換
を
目
指
し
て

い
る
と
し
た
。

そ
の
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
「
他
県
の
救
急

医
療
の
現
状
」
「
科
学
的
根

拠
に
基
づ
く
が
ん
検
診
の
展

望
」
「
へ
き
地
医
療
で
の
診

療
看
護
師
養
成
の
障
壁
」
な

ど
に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ

れ
た
。

あおもり宣言
　労働時間の上限規制を伴う医師の働き方改革と新興感染
症を踏まえた医療提供体制構築という大きな変革が目前に
迫っている。
　働き方改革が目指すものは「医師誰もが、心身の健康を
維持しながら、生き生きと医療に従事できる環境の実現」
である。これは個々の医師の考え方や一医療機関のみの対
応だけでできるものではもちろんない。全国各地の医療の
現場とその同心円上にある社会のインフラ、そして医療機
関同士の相互関係を、地域の実情に沿ったデザインに変え、
ICTなどを利用して有機的に結びつけてゆく必要があるだ
ろう。
　医療に関わるステークホルダーは国民全てである。医療
従事者が健康で生き生きと働ける環境の実現には国民一人
ひとりの自覚とそれによる社会全体の変容が起きなければ
ならない。働き方改革を機にその意識を高める必要がある。
　新型コロナ禍は、本年5月にWHOから緊急事態終息宣言
も出された。決してコロナが終息したわけではないが、社
会はパンデミック前に回帰しつつある。しかし、同じ事態
が再び起こることへの備えは必須である。社会が平時と認
識している今こそが、その時かもしれない。
　私たちは、働き方改革施行後も、勤務医のより良い労働
環境推進を念頭に置き、同時に新興感染症などを平時から
見据えた医療計画の構築を目指して、国民へ向けて次のよ
うに宣言する。
一．�働き方改革では、医師、患者、地域社会すべてにとって、

より良い医療環境の実現を推進する。
一．�新興感染症によるパンデミックへの対策は平時にこそ、

医療機関の役割分担と連携のもと、詳細かつ緻密な計
画をたてることが重要である。

一．�働き方改革においても、新興感染症対策においても、
勤務医と開業医、さらには、病院と診療所ともに一体
となって目的達成を目指す。

令和5年10月7日
全国医師会勤務医部会連絡協議会・青森

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅱ
「
こ
れ

か
ら
始
め
る
『
働
き
方
改

革
』
─
医
師
少
数
県
に
お

け
る
工
夫
と
苦
悩
─
」

袴
田
健
一
弘
前
大
学
医
学

部
附
属
病
院
長
は
、
「
働
き

方
改
革
と
は
、
医
師
の
健
康

を
守
り
、
持
続
可
能
な
医
療

提
供
体
制
を
構
築
す
る
一
方

で
、
労
働
時
間
削
減
か
つ
地

域
医
療
の
水
準
維
持
と
い
う

二
律
背
反
の
課
題
が
課
せ
ら

れ
て
い
る
」
と
の
認
識
を
示

し
た
上
で
、
医
師
か
ら
他
職

種
へ
の
タ
ス
ク
シ
フ
ト
の
環

境
整
備
、
ビ
ー
コ
ン
タ
グ
に

よ
る
勤
務
管
理
と
時
間
外
労

働
上
限
の
設
定
な
ど
の
対
応

を
説
明
。
大
学
と
い
う
特
殊

環
境
に
お
い
て
は
、
自
己
研け

ん
さ
ん鑽

の
位
置
付
け
、
労
働
単
価
の

見
直
し
、
更
に
保
険
診
療
上

の
財
政
加
算
な
ど
の
議
論
が

必
要
と
の
考
え
を
示
し
た
。

藤
野
安
弘
青
森
県
立
中
央

病
院
長
は
、
勤
怠
管
理
、
業

務
効
率
化
推
進
の
取
り
組
み

か
ら
医
師
数
増
加
が
最
も
働

き
方
改
革
に
寄
与
す
る
因
子

で
あ
る
が
、
容
易
で
は
な
い

た
め
、
医
師
か
ら
他
職
種
へ

の
積
極
的
な
業
務
移
管
を
行

っ
て
い
る
こ
と
を
報
告
。
診

療
看
護
師
の
育
成
は
非
常
に

有
効
で
は
あ
る
も
の
の
、
そ

の
人
材
確
保
も
難
し
く
、
医

師
以
外
の
ス
タ
ッ
フ
間
で
の

業
務
移
管
を
促
進
す
る
こ
と

も
必
要
だ
と
し
た
。

岩
村
秀
輝
つ
が
る
西
北
五

広
域
連
合
つ
が
る
総
合
病
院

長
は
、
医
師
偏
在
指
標
が
県

内
最
下
位
の
エ
リ
ア
に
お
け

る
中
核
病
院
の
現
状
と
し

て
、
（
１
）
時
間
外
患
者
数

が
多
く
、
宿
日
直
許
可
が
認

め
ら
れ
ず
、
し
か
も
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル
は
厳
守
で
あ

る
た
め
、
夜
勤
可
能
医
師
確

保
が
急
務
で
あ
る
が
難
度
は

高
い
、
（
２
）
国
は
、
医
師

偏
在
是
正
の
た
め
、
医
学
部

入
学
の
地
域
枠
設
定
、
初
期

臨
床
研
修
医
の
都
道
府
県
別

定
員
倍
率
の
低
下
、
診
療
科

別
専
門
医
上
限
設
定
な
ど
の

方
策
を
講
じ
た
が
、
当
圏
域

の
中
核
病
院
で
す
ら
い
ま
だ

医
師
不
足
で
あ
る

─
こ
と

を
説
明
。
「
医
師
偏
在
改
革

が
進
ま
な
い
ま
ま
働
き
方
改

革
と
称
し
て
一
律
の
労
働
時

間
で
区
分
す
る
の
は
、
〝
ス

タ
ー
ト
が
違
う
の
に
ゴ
ー
ル

は
一
緒
〟
で
あ
り
、
違
和
感

を
覚
え
る
」
と
訴
え
た
。

丹
藤
伴
江
弘
前
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
産
婦
人
科
部
長

は
、
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
県

内
女
性
医
師
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
を
紹
介
。
「
当
地
の

勤
務
医
は
若
く
し
て
多
く
が

常
勤
雇
用
さ
れ
、
社
会
保

障
・
身
分
保
証
は
さ
れ
て
い

る
が
、休
職
後
の
復
職
の
際
、

慢
性
的
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
も

あ
り
、
フ
ル
タ
イ
ム
復
職
の

依
頼
が
多
く
、
結
果
的
に
永

久
離
職
と
も
な
る
」
と
し
た

上
で
、
段
階
的
な
復
職
希
望

の
医
師
が
、
自
分
時
間
を
確

保
し
た
い
常
勤
医
師
と
業
務

分
担
す
る
こ
と
で
双
方
に
利

す
る
可
能
性
が
あ
る
と
の
認

識
を
示
し
た
。

更
に
、
こ
の
観
点
で
働
き

方
改
革
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
、
女
性
医
師
の
社
会
復
帰

の
円
滑
化
、
ま
た
、
男
性
医

師
の
家
庭
（
家
事
育
児
）
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
も
促

進
さ
れ
る
可
能
性
を
示
唆
し

た
。そ

の
後
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
大
病
院
で
の
逆

紹
介
を
増
や
す
こ
と
が
改
革

の
一
歩
と
い
う
意
見
が
あ
っ

た
が
、
青
森
県
の
現
状
で
は

理
想
と
現
実
の
乖か

い

り離
が
大
き

く
、
実
現
は
困
難
で
あ
る
と

の
意
見
も
あ
っ
た
。

「
あ
お
も
り
宣
言
」
採
択

最
後
に
齋
藤
美
貴
青
森
県

医
師
会
勤
務
医
部
会
幹
事
よ

り「
あ
お
も
り
宣
言
」（
別
掲
）

が
読
み
上
げ
ら
れ
、
満
場
一

致
で
承
認
、採
択
さ
れ
た
後
、

協
議
会
は
閉
会
と
な
っ
た
。
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